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⑴  理 念 

21 世紀は環境と食の世紀といわれています。農業は環境と食を守る旗手です。農業を通し

て、美しい郷土、きれいな日本、そして地球環境保全に努め、循環型社会形成のために貢

献することが松山株式会社の使命です。 

国蝶｢オオムラサキ｣の生息している、美しい自然を保護し、地域、長野県、日本、地球規

模で求められている環境対策に貢献します。 
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⑵  組織の概要 （2023 年末時点）

① 事業者名および代表者名 

松山株式会社 代表取締役社長 松山 信久 

② 所在地 

本   社  長野県上田市塩川 5155 

物流センター 長野県上田市塩川 2949 

北海道営業所 北海道岩見沢市栗沢町由良 194-５ 

旭川出張所    北海道旭川市永山北１条８丁目 32 

帯広出張所    北海道河西郡芽室町東芽室北１線 18 番 10 

東北営業所    宮城県大崎市古川清水３丁目石田 24 番 11 

関東営業所    栃木県栃木市大平町横堀みずほ５-３ 

長野営業所    長野県上田市塩川 2949 

岡山営業所    岡山県津山市瓜生原 757－４ 

九州営業所    熊本県宇土市松山町 1134-10 

南九州出張所   宮崎県都城市甲斐元町 3389-１ 

③ 事業の概要 

農業機械の開発、設計、製造、販売 

④ 事業の規模 

売上高  220 億円 

全従業員数  345 名（認証対象） 

本社工場延べ床面積 23,514 ㎡ 

北海道営業所 1,797 ㎡、旭川出張所 969㎡、帯広出張所 511 ㎡、 

東北営業所 4,433 ㎡、関東営業所 4,396 ㎡、長野営業所・物流センター9,620 ㎡、 

岡山営業所 3,535 ㎡、九州営業所 4,156 ㎡、南九州出張所 897 ㎡ 

⑤ 環境保全関係の責任者･担当者連絡先 

責任者  総務部  大池 賢治 

担当者  総務部経理課 小林 晋也 

総務部総務課   小畑 真人 

連絡先  TEL 0268-42-7500 

FAX 0268-42-7520 

⑶ 対象範囲 

① 対象組織 本社工場、全営業所、全出張所、物流センター（全組織） 

② レポートの対象期間 2023 年 １月１日～2023 年 12 月 31 日 

③ 発行日：2024 年６月 30日 
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⑷ EA21 推進体制  

環境管理委員会 

委員長 代表取締役社長  松山 信久  統括 常務取締役    村山 生夫 

副委員長 取締役総務部長  大池 賢治  総務部 取締役総務部長  大池 賢治 

   製造部 取締役製造部長  徳武 雅彦 

事務局 総務副部長    清水 信男  資材部 取締役資材部長  田中 計宏 

 総務課長     中澤 明義   開発部 取締役開発部長  池田 俊朗 

 経理課主任      小林 晋也  海外部 取締役海外部長  太田 誠 

 総務課主任        小畑 真人  営業部 取締役営業部長  上野 功 

 総務課            山﨑 裕介  

環境管理委員会専門部会 

部会名 事務所空調温度管理部会  部会名 オオムラサキ保全部会 

部会長 総務課長     中澤 明義  部会長 組立課      山浦 淳一 

部会名 工場暖房温度管理部会 部会名 萌芽(里山保全部会) 

部会長 機械・特作課長  池野 恒男 部会長 構内物流課係長  竹内 健二 

部会名 ３R 推進部会    

部会長 現品課課長補佐  瀧澤 政和    
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⑸ 環境経営方針  

環境保全型農業を支援する機械類の開発をします。 

資源の有効活用・環境負荷の軽減・低燃費・減肥料栽培体系など、環境にやさしい農業

を支援する作業機を開発します。 

地球温暖化を防ぐための施策をおこないます。 

電気、ガス、ガソリン、軽油、灯油の使用量を削減し、二酸化炭素の排出を抑制し、省

エネルギーに努めます。 

太陽光発電システムで発電した電力を最大限自家消費し、電力の購入を削減します。 

製品梱包を小さくし、輸送に関わる環境負荷を軽減します。 

雨水の活用を図り、上水道の使用量を削減します。 

リサイクルや使用抑制を図り、限りある資源を大切に使います。 

紙の分別をおこない、再資源化を図ります。 

再生紙の使用を徹底します。 

紙の使用量を削減します。 

鉄枠を再利用し、木材の梱包を削減します。 

調整池の水質を浄化し富栄養化を防ぎます。 

グリーン購入を進めます。 

広大な社有林の管理に努めます・・・自然にやさしく接します。 

除草剤や農薬の使用場所を限定し、社有林内では使いません。 

間伐・植樹を計画的におこない、遊歩道を整備し里山を地域に開放します。 

松くい虫被害を環境にやさしい施策「樹幹注入」で食い止め、後世に赤松林を残します。 

「オオムラサキ」の保護をおこない、観察会等を実施し地域と共有します。

法を守ります。 

環境関連法規や地域条例を遵守し、地域社会の環境保全に寄与します。 

化学物質を適正に管理します。 

持続可能な社会を実現するため、SDGs の目標達成を目指します。 

松山株式会社は、以上の方針に基づいて社員全員で活動します。 

2022 年 1 月 1 日改訂 

2004 年 11 月 15 日制定 

松山株式会社 

代表取締役社長 松山 信久 
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改訂履歴 

2007 年１月１日 ■環境保全型農業を支援する機械類の開発をします。・・・追加 

           ■調整池の水質を浄化し富栄養化を防ぎます。・・・追加 

2008 年１月１日 ■グリーン購入を進めます。・・・追加 

2011 年１月１日 ■化学物質を適正に管理します。・・・追加 

2012 年１月１日 製品梱包を小さくし、輸送に関わる環境負荷を軽減します。・・・追加 

2013 年１月１日  制定者の社名から“本社工場”を削除した。 

2015 年１月１日  “古着・古毛布と集め、再利用します。”を削除した。 

2018 年１月１日  エコアクション 21 ガイドライン改訂に伴い、名称を変更。 

2019 年１月１日 環境経営方針の項目を実績と統一した。 

2020 年１月１日 鉄枠を再利用し、木材の梱包を削減します。・・・追加 

2021 年１月１日 ■持続可能な社会を実現するため、SDGs の目標達成を目指しま

す。・・・追加 

2022 年１月１日 太陽光発電システムで発電した電力を最大限自家消費し、電力の

購入を削減します。・・・追加 
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⑹ 2023 年度 環境経営目標 

2023 年度以降の目標値（前年比） 年間(１～12 月) 

⑺ 2023 年度 環境経営計画 

2023 年度は以下の項目に取り組みました。 

項 目 取 組 内 容 

電力使用量 省エネパトロールの実施、節電対応、太陽光発電の利用、 

電灯の LED 化 

ガス使用量 事務所温度管理、ウォームビズ・クールビズの実施、 

熱中症指数計の導入 

ガソリン・軽油の使用量 安全運転の推進、WEB 会議システムの活用 

灯油使用量 工場温度管理、温度管理表の適時改善 

燃やすしかないゴミの焼却

量 

紙分別の徹底、３R の推進、ペーパーレスの推進 

鉄枠回収量 積極的に回収を行う 

上水道使用量  雨水利用、漏水のチェック 

化学物質の使用量 塗料の加温化、適正管理 

グリーン購入 購入推進 

環境保全型農業の支援 環境保全型農業を支援する機械の研究、設計 

 2023 年度 2024 年度 2025 年度 

電力使用量 （ｋｗh/年） 維持 維持 維持 

ガス使用量 （ｔ/年） 維持 維持 維持 

ガソリン使用量(ℓ/年) ２％削減 ２％削減 ２％削減 

軽油使用量(ℓ/年) ２％削減 ２％削減 ２％削減 

灯油使用量 （kℓ/年） ２％削減 ２％削減 ２％削減 

燃やすしかないゴミの焼却量 （㎏/年） 維持 維持 維持 

鉄枠回収量(t) 維持 維持 維持 

上水道使用量（ｔ/年） 維持 維持 維持 

化学物質使用量 エチルベンゼン（㎏/年） 維持 維持 維持 

         キシレン（㎏/年） 維持 維持 維持 

        トルエン（㎏/年） 維持 維持 維持 

グリーン購入 グリーン購入推進 

環境保全型農業の支援 環境保全型農業を支援する機械の研究、設計 
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主要な活動内容 取組み結果 担当部門
スマートフォン用アプリ「Niplo Vision」(あぜぬり
機版）の開発により、①機体の前傾・後傾状態
が正確にわかるようになったため、機体の作業
姿勢の調整がしやすくなり、本来の機能である
硬いあぜを容易に作る事ができるようになっ
た。②また作業者自身が乗っているトラクタに
最適なあぜぬり機のオフセット量が確認できる
ため、この値に合わせる事でオフセット量の設
定にかかる時間を短縮できるようになった。そ
の結果作業時間の短縮及びトラクタのCO２排
出量の削減につながった。

中小型トラクタ用のグランドロータリーシリーズ
（ＳＫＳ、ＳＫＬシリーズ）に、１００ＰＳを超えるト
ラクタに適応させたＳＫＤシリーズを製品化し
た。グランドロータリーは耕耘部カバー内部の
形状を見直し空間を持たせ、さらに反転性に優
れる専用の耕耘爪で地上部にある植物残渣等
を土中にすきこむ能力が高く、炭素の土中貯
留や「土づくり」の観点からより環境保全型農
業に貢献するﾛｰﾀﾘｰを提供できるようになっ
た。

リターン畦塗機SZR,DZR,LZRシリーズをモデル
チェンジした。畦の肩部を従来機より固く塗る
事ができるようになった。そのため漏水が減る
ことで除草剤の効きが向上し、除草剤の散布
回数を低減できる可能性が生まれるとともに用
水の水質汚染を防止につながり、環境保全に
も貢献できるようになった。

２．梱包鉄枠の再利用
製品を運ぶ鉄枠について出来る限り回収を行
い、再利用に努めている。

営業部

⑻　2023年環境経営活動の内容と取組結果の評価（本社工場）

【評価】ＩＣＴを活用したスマート農業の開発に力を入れ、より効率的な作業を実現させている。また、土づく
りの観点からは、環境負荷を軽減した持続的な農業の開発に力を入れている。

環境保全型農業の支援

推進項目

開発部
１．作業時に排出されるCO２を削減する
　　　　（SDGs重点取組項目）
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１．省エネパトロールの実施
年３回実施し、不必要な電気の消灯、使用して
いない機械の電源オフ、人がいない箇所の暖
房器具のオフ、整理整頓等の指導をした。

製造部

２．再生可能エネルギーの利用
太陽光発電システム（100kW)を導入し、本社・
工場にて使用している。

３．ライトダウンキャンペーンの実施

CO2削減/ライトダウンキャンペーンを行った。
６月7日、７月12日をノー残業デーとし、６月27
日は家庭でライトダウン（夜８時～10時）を行っ
た。

４．構内街路灯のＬＥＤ化
構内街路灯４００ｗ×４台の水銀灯をＬＥＤ化し
た。

５．照明のセンサー化 工場内トイレの照明をセンサー感知式に変更。

４．ノー残業デーの実施
適切な働き方の実現と省エネを目的として、月
1でノー残業デーを実施した。

１．温度管理に対する意識高揚

オリジナルポスター(４種類ずつ）
を作成し、事務所内に掲示を行
い、社員にクールビズ・ウォーム
ビズを呼びかけた。

２．送風機の活用
会議室、営業部、開発部にてエアコンの空気
が循環するように送風機を併用した。

３．ハイブリットファンの活用
空調機に取り付け、事務所内エアコンによる温
度差を緩和させ効率化する。

４．ガス使用量の把握
事務所内エアコン用ガスの使用量を調べ、活
動の基礎データにした。

５．熱中症指数計の活用
熱中症指数計を導入し、エアコンの運転を開
始する基準を明確化した。

６．新塗装工場稼働
焼き付け温度が下げることでガスの使用量を
低減した。

１．温度管理表の運用
工場内暖房使用基準について温度管理表に
従い実施した。

２．温度データの把握
工場各職場の温度データを取り、活動の基礎
データとした。

３．シートシャッターの活用
冬場はインターロック機構を設定し、手前の
シャッターが閉じなければ奥のシャッターが開
かない様にしている。

製造部

ガス及び灯
油使用量の
削減（前年維
持）

工場暖房
温度管理
部会

【評価】灯油使用量は昨年比で４％増加、ＬＰＧは前年比で10％削減。ＬＰＧについては焼き付け工程の低
温化によりもので効果可出ている。逆に灯油については、旧塗装設備が撤去された分の工場内熱源を補
うため暖房使用量が増した。省エネに向け引き続き温度管理等を地道に継続する。

【評価】電力使用量前年比９９％と横ばいであったが８月以降に新塗装工場が稼働したことを踏まえ、節
電に取り組めていたと評価できる。街路灯については駐車場含め構内ＬＥＤ化がほぼ完了した。SDGsの
重点取組項目でもある工場内のLED照明導入を進め更なる省電力化を目指していく。

【評価】ＬＰＧ使用量は１１％削減となった。主な要因として、８月以降の新塗装工場の稼働に伴い塗装焼
き付け温度が低くなったことが挙げられ、これについては効果がでていると評価できる。塗装工場が通年
稼働する２０２４年以降はさらなる削減に期待ができる。

電力使用量
の削減（前年
維持）

事
務
所
空
調
温
度

管
理
部
会

総務部

二酸化炭
素排出量
の削減
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１．安全運転の推進
交通安全運動の呼びかけ、運転記録証明によ
り該当者への指導、安全職場への表彰等啓発
活動を行った。

２．ハイブリット車両の運用 プリウス他、計10台を導入し運用している。

３．WEB会議システムの活用
WEB会議システムを活用し、移動することなく
打合せすることができるようにしている。

１．新塗装工場稼働

新塗装工場が８月より本格稼働開始。レイアウト変
更、塗装ロボットの導入、ストレージ設置等により生
産能力が向上。また、２液ウレタン塗料（特化則フ
リー）への変更でVOC排出量を削減。

２．製造ラインデータの収集と見える化

溶接・組立ラインの機器をネットワーク化し、タッチ
パネルディスプレイなどを導入。様々な情報の見え
る化、情報間の因果関係を明確化し、原価低減と
リードタイム短縮を定量的に評価可能にした。

３．ＱＲコードリーダーの活用

ＱＲコードリーダーで製品の情報をＰＬＣへ転送
することにより、製品のデータ管理や記録が可
能となった。台数を増やしてさらに効率化を
図っている。

４．生産システムの活用

生産システム（MCframe）を活用して、生産現場の効
率化、リードタイムの短縮、生産管理のレベルアッ
プ、原価システムの見直し、原価低減、生産現場の
見える化などが可能になった。

５．100％良品化活動の実施
製造部、資材部の各職場で、製造の不良や営業か
らのクレーム情報をテーマに改善活動を行い、その
成果をまとめて発表する発表会を行っている。

６．ハンディ―ターミナルを使用した検品システ
　　ムの導入

出荷時にハンディ―ターミナルを使用し部品を
照合することで誤出荷を8割削減。無駄な輸送
費や人件費を減らすことができた。

１．紙分別を行う
業者の基準に従い紙を分別し、再生可能な物
は業者の再生工場へ回して貰った。

3R推進部会

２．ゴミゼロ運動に参加
社員38名で周辺公共道路の
ごみ拾いを行い、約28kgの
ごみが集まった。

３．窓付き封筒の窓部の素材変更

給与明細の窓部分の素材をプラスチックから
紙に変えたことで紙資源として捨てることがで
きるようになり、燃やすしかないゴミの削減に
貢献している。

４．社服の変更
通気性の良い素材の社服に変更したことで
クールビズにつながった。また、交換した社服
を回収しリサイクルできるようになった。

５．ellシステムの運用
営業系の業務を紙からデータ管理に移行し、
部品受注や出荷伝票で使用していたA5帳票
やストックフォームが大幅に削減している。

６．デュアルモニターの活用
資料を参照しながら作業をする際、デュアルモ
ニターを活用することで資料を紙に印刷する頻
度を減らしている。

７．グループウェアの導入
新しいグループウェア「desknet'sNEO」を導入
し、ワークフローを活用して紙の申請書や回覧
を減らしている。

総務部

【評価】ガソリンが17.4%増加、軽油は７％増加した。本社含めほとんどの営業所で同様の傾向にあり、活
動がコロナ以前に戻りつつある中で、車での外出が増えたためと考えられる。引き続き安全運転の観点
から長距離移動への注意喚起、燃費重視の余裕を持った運転の心がけ等を推進していき、使用燃料の
削減につなげていく。

ガソリン及び
軽油の使用
量削減（前年
比２%削減）

廃棄物の
削減

【評価】燃やすしかないゴミの排出量が740㎏減少できた。分別、リユース、リサイクルの徹底はできてい
る。グループウェアで社内申請や回覧文書のペーパーレス化も浸透している。今後もリデュース（減らす）
に着目し、廃棄物の削減を図る。

生産効率の
向上

製造部

【評価】新塗装工場建設に伴う塗料の変更でＶＯＣ排出量を削減。生産ラインの見直しと、IT技術のさらな
る導入で生産効率を向上させ、工場稼働時間の削減、電力燃料使用量削減と二酸化炭素排出抑制を推
進する。

燃やすしか
ないゴミの削
減及びペー
パーレスの
推進（前年維
持）

総務部
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１．水質検査 定期的に実施している。

２．菱の実によるpH上昇抑止
菱の実で池を覆うようにし、植物プランクトンの
光合成によるpH上昇を抑えている。

１．雨水利用
1,000ℓタンクを２ヶ設置し、雨水を利用して植栽
の水やりに用いた。

２．漏水チェック
毎週月曜朝のまだ社内に人がいない時間帯に
水道メーターが動いていないのを確認してい
る。

１．エコマーク・再生材商品の購入推進
エコマーク商品・グリーン購入法適合商品を優先
して購入している。

総務部

１.社有林（里山）の地域への開放
会社休日には社有林を地域の里山として開放
し、遊歩道散策・自然観察のために訪れること
ができる場とした。

２．伐採木の活用

伐採した松くい虫被害木を
用いて、木工作家に椅子や
テーブルを作成、活用して
いる。また状態の悪いものは
暖房として薪ストーブの燃料
として活用した。

３．松枯れ防止樹幹注入施工 75本の松に437本の薬剤を注入した。

４．竹林の伐採間伐
日が入りにくくなっていた竹林の伐採間伐を行
い、日が入りやすくなった。

萌芽（里
山保全部
会）

１．羽化個体数の調査
７月の１ヶ月間敷地内にてオオムラサキの個
体数調査を実施した。

２．「エノキ」の実生の調査

社員有志にて社有林内の実生のエノキや残し
たいクヌギ、コナラに目印のポールを立てた。
併せてエノキに絡みついたツル草を刈り取っ
た。（６月と９月に実施）

３．観蝶会の実施

４．上田創造館主催オオムラサキ観察会の協力

５．社有林・遊歩道の看板を設置

来社されるお客様に
社有林、遊歩道、オオ
ムラサキの保護などの
活動を紹介する看板を
設置している。

里山の環
境を整え
自然との
共存を図
る（SDGs
重点取組
項目）

国蝶「オオム
ラサキ」の生
育環境保全
（乱舞を夢見
て）

総排水量
の削減

総務部

【評価】富栄養化は工場排水に原因がある場合が多いと言われている。水質検査の数値を分析し、富栄
養化防止につなげて行きたい。

調整池富栄養化防止

グリーン購入の推進

総務部

上水道量の
削減（前年維
持）

【評価】近年、購入対象商品の多くが環境に配慮した物となってきている。

【評価】生物多様性豊かな里山の保護のため、今後も間伐を行い適度に手を入れていきたい。また、樹幹
注入の効果で松枯れを防ぐことができている。

製造部

【評価】２％増加。本年も漏水は無くほぼ前年並みを維持できてた。早期に漏水を発見するため、水道メー
ターのチェックを続けていく。

【評価】個体数調査では１日の平均個体数は大きく減少。温暖化による気温や地熱の上昇に影響を受け
て蛹が羽化できない等の影響が考えられます。引き続き、SDGsの重点取組項目でもあるので間伐や下
草刈り等環境整備に地道に取り組んでいく。

社有林管理

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
保

全
部
会

総務部
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１．複合防災訓練の実施

地震・火災時の避難訓練、
消火訓練と環境負荷の
災害を想定して防災訓練を
10月18日実施した。環境
負荷災害訓練は「灯油・
オイル・廃油・薬品の漏洩」、
「塗料庫からの出火」を想定し、
対応方法の検討を行った。

２．営業所・出張所の災害時電源確保の対応
災害時におけるコンピューター関係の電源確
保の為、全ての営業所と出張所に非常用電源
を設置している。

３．災害時対応備蓄物資の準備

各営業所にて災害発生直後から３日、本社で
も１日対応できるよう物資を備蓄し、発電機、
石油ストーブを備えている。本社ではソイジョイ
を常備し、普段は小夜食とする「ローリングス
トック」を行っている。

４．AEDの設置(更新・追加)
本社・各営業所・物流センターのAEDを７台追
加、１台更新し、AEDの講習を行った。

５．消火器の更新 消火器を16本更新をした。

１．小学生への環境活動の紹介
本社工場見学、社有林の紹介等
小学校２校、４６名に参加いただいた。

２．ハナサカ軍手ィプロジェクトへの協賛
信州大学繊維学部内任意団体「ハナサカ軍
手ィプロジェクト」へスポンサーとして支援して
いる。

３．地域の小学生向け産業図鑑への協賛

上田市・東御市教育委員会後援で製作され、
地域の小学生のキャリア教育に役立っている
冊子「わたしたちの街の社会見学」に協賛して
いる。

４．アイダホンプロジェクトへの協賛
特定非営利活動法人信州元気塾の活動を通
して、古本寄付による障がい者就労支援を
行っている。

１．化学物質の適正管理
化学物質は主に塗装関係に使用しているが、
作業者の安全と無駄な使用が無い様に注意し
ている。

２．ディーゼルエンジン排気ガス浄化装置の導
入

掘取機の調整・走行試験時にディーゼルエン
ジンから排出される排気ガスに含まれるNox、
亜硫酸ガスを、75％除去することができる排気
ガス浄化装置を導入している。

化学物質（ＰＲＴＲ制度
対象物質）の適正管理

（前年以下）

環境上の緊急事態への
準備および対応

製造部

【評価】地元団体への協賛支援、学校関係の工場見学受け入れ等を通して社会貢献や地域社会とのコ
ミュニケーションに力を入れている。

【評価】エチルベンゼン51%、キシレン47%、トルエン21%の減少。塗装工場が8月に仮稼働し、下塗りを特化
則フリー塗料に切り替えたことで化学物質の大幅な削減ができた。

団体への支援

【評価】大地震などの災害に対する体制が構築されてきた。今後、消防機器の老朽化したものから随時更
新していく。

総務部

総務部
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⑼ 2023 年度 環境負荷実績 

環境経営に取り組んだ結果、環境負荷実績は以下の通りになりました。 

 本社工場 

目的項目 実施項目 単位 
2021 年 2022 年 2023 年 

実績 実績 目標 実績 

二酸化炭素排出量の

削減 

電力（購入）使用量

ｋｗｈ 2,047,575 2,193,528 2,193,528 2,177,071

前年比 3.5% 7.1% 維持 -0.8% 

金額（円） 45,029,677 68,727,254 ― 66,249,647

前年比 2.3% 52.6% ― -3.6% 

ガス使用量 

ｔ 300 325 325 291 

前年比 0.0% 8.3% 維持 -10.5% 

金額（円） 28,682,153 39,492,177 ― 31,590,936

前年比 38.8% 37.7% ― -20.0% 

ガソリン使用量 

ℓ 20,410 22,237 21,792 24,601 

前年比 -1.9% 9.0% 2% 削減 10.6% 

金額（円） 3,173,855 3,642,212 ― 4,074,193

前年比 6.5% 14.8% ― 11.9% 

軽油使用量 

ℓ 39,207 36,387 35,659 37,655 

前年比 4.8% -7.2% 2% 削減 3.5% 

金額（円） 4,252,371 4,401,661 ― 4,540,527

前年比 26.2% 3.5% ― 3.2% 

灯油使用量 

ｋℓ 69.8 95.6 94 99.8 

前年比 -14.0% 37.0% 2% 削減 4.4% 

金額（円） 5,189,398 8,333,774 ― 9,188,045

前年比 -5.8% 60.6% ― 10.3% 

二酸化炭素排出量 

（ 排出係数 0.382 kg-

CO2/Kwh：中部電力ミラ

イズ R５実績） 

㎏-CO2 2,104,994 2,339,850 ― 2,254,282

前年比 -7.9% 11.2% ― -3.7% 

廃棄物排出量の削減

燃やすしかないゴミ

の  焼却量＊

㎏ 8,390 9,100 9,100 9,130 

前年比 -1.8% 8.5% 維持 0.3% 

鉄枠回収量 
ｔ 544 575 575 503 

前年比 -4.1% 5.7% 維持 -12.5% 

総排水量の削減 上水道使用量 

ｔ 14,311 13,097 13,097 13,399 

前年比 -22.7% -8.5% 維持 2.3% 

金額（円） 2,711,831 2,511,197 ― 2,565,859

前年比 -21.8% -7.4% ― 2.2% 
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化学物質  (PRTR

制度対象物質)の適

正管理 

エチルベンゼン取

扱量 

㎏ 6,330 4,191 4,191 2,054 

前年比 4.9% -33.8% 維持 -51.0% 

キシレン取扱量 
㎏ 9,045 6,140 6,140 3,267 

前年比 0.5% -32.1% 維持 -46.8% 

トルエン取扱量 
㎏ 871 828 828 654 

前年比 1.9% -4.9% 維持 -21.0% 

※燃やすしかないゴミの焼却量は長野営業所、及び物流センターの排出量込 

※電力の CO2排出係数は、「R5 中部電力ミライズ調整後排出係数 0.388kg-CO2/kWh」を使用 

 全組織 

目的項目 実施項目 単 位 
2021 年 

実績 

2022 年 

実績 

2023 年 

実績 

二酸化炭素 

排出量の削減 

電気使用量 

ｋｗh 2,330,328 2,471,217 2,452,586 

前年比 3.1% 6.0% -0.8% 

金額（円） 53,963,651 79,053,237 76,113,724 

前年比 1.7% 46.5% -3.7% 

ガス使用量 

ｔ 306 335 297  

前年比 0.0% 9.5% -11.3% 

金額（円） 28,199,789 41,325,257 32,812,854 

前年比 28.9% 46.5% -20.6% 

ガソリン使用量 

ℓ 37,579 41,835 49,120 

前年比 -7.9% 11.3% 17.4% 

金額（円） 5,537,021 6,647,648 7,839,504 

前年比 1.2% 20.1% 17.9% 

軽油使用量 

ℓ 324,031 305,773 327,308 

前年比 -9.1% -5.6% 7.0% 

金額（円） 27,626,495 32,288,856 33,681,981 

前年比 3.2% 16.9% 4.3% 

灯油使用量 

ｋℓ 96.6 122.0 125 

前年比 -13.7% 26.3% 2.8% 

金額（円） 7,541,370 11,026,315 11,833,873 

前年比 -6.9% 46.2% 7.3% 

二酸化炭素排出量 

二酸化炭素排出量
㎏-CO2 3,196,425 3,344,605 3,332,533 

前年比 8.5% 4.6% -0.4% 

鉄枠回収量 
ｔ 544 575 544 

前年比 -4.1% 5.7% -5.4% 
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総排水量の削減 上水道使用量 

ｔ 16,081 14,797 15,097 

前年比 -23.1% -8.0% 2.0% 

金額（円） 3,199,963 2,994,263 3,041,565 

前年比 -21.3% -6.4% 1.6% 

化学物質(PRTR 制度対

象物質)の適正管理 

エチルベンゼン取

扱量 

㎏ 6,330 4,191 2,054 

前年比 4.9% -33.8% -51.0% 

キシレン取扱量 
㎏ 9,045 6,140 3,267 

前年比 0.5% -32.1% -46.8% 

トルエン取扱量 
㎏ 871 828 654 

前年比 1.9% -4.9% -21.0% 
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⑽ 2024 年度 環境経営目標 

・2024 年度も引続き「環境保全型農業」を支援する作業機の開発を行います。 

・電力、上水道、ガス、灯油、ガソリン、軽油使用量の削減を図り限りある資源を大切

に使用します。 

・「燃やすしかないゴミ」の焼却量を増やさないようにします。 

・紙を大切に使用します。 

・製品を置いている鉄枠について出来る限り回収を行い再利用に努めます。 

・国蝶「オオムラサキ」の生息は自然環境と深く結びついています。社有林の手入れを

学び、四季折々地域に公開できる里山として育成を図ります。 

・人の健康や生態系に有害な影響を及ぼすおそれのある化学物質について、適正に管理し

ていることを定期的に確認します。 

・グリーン購入を進めます。 

・各削減目標は昨年度の目標と実績を考慮し次の通りとします。 

2024 年度以降の目標値（前年比） 年間(１～12 月) 

 2024 年度 2025 年度 2026 年度 

電力使用量 （ｋｗh/年） 維持 維持 維持 

ガス使用量 （ｔ/年） 削減 削減 維持 

ガソリン使用量(ℓ/年) ２％削減 ２％削減 ２％削減 

軽油使用量(ℓ/年) ２％削減 ２％削減 ２％削減 

灯油使用量 （kℓ/年） ２％削減 ２％削減 ２％削減 

燃やすしかないゴミの焼却量 （㎏/年） 維持 維持 維持 

鉄枠回収量(t) 維持 維持 維持 

上水道使用量      （ｔ/年） 維持 維持 維持 

化学物質使用量 エチルベンゼン（㎏/年） 削減 削減 維持 

           キシレン（㎏/年） 削減 削減 維持 

           トルエン（㎏/年） 削減 削減 維持 

グリーン購入 グリーン購入推進 

環境保全型農業の支援 環境保全型農業を支援する機械の研究、設計 
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⑾ 2024 年度 環境経営計画 

2024 年度は以下の取組内容にて活動を行います。 

項 目 取 組 内 容 

電力使用量 省エネパトロールの実施、節電対応、太陽光発電の利用、 

電灯の LED 化 

ガス使用量 事務所温度管理、ウォームビズ・クールビズの実施、 

熱中症指数計の導入 

ガソリン・軽油の使用量 安全運転の推進、WEB会議システムの活用 

灯油使用量 工場温度管理、温度管理表の適時改善 

燃やすしかないゴミの焼却量 紙分別の徹底、3R の推進、ペーパーレスの推進 

鉄枠回収量 積極的に回収を行う 

上水道使用量  雨水利用、漏水のチェック 

化学物質の使用量 塗料の加温化、適正管理 

グリーン購入 購入推進 

環境保全型農業の支援 環境保全型農業を支援する機械の研究、設計 

⑿ 2023 年度 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

2023 年度環境関連法規の順守評価 

No 法規制等の名称 要 求 事 項 順守評価 

１ 大気汚染防止法 VOC 濃度測定 ○ 

２ 水質汚濁防止法 排出水の汚染状態の測定 ○ 

３ 浄化槽法 法定検査、点検、水質検査 ○ 

４ 廃棄物処理法 マニフェスト、契約書、保管基準、報告書の提出 ○ 

５ PRTR 法 排出量等の把握、届出 ○ 

６ 省エネルギー法 年間エネルギー量の算定 対象外 

７ 消防法 危険物保管、地下タンク点検 ○ 

８ 高圧ガス保安法 保安検査 ○ 

９ 自動車 Nox・PM 法 粒子状物質の排出基準、大阪府流入車規制 ○ 

10 RoHS 指令 有害 10 物質の使用禁止 ○ 

11 毒物及び劇物取締法 業務上取扱者規定 ○ 

12 道路交通法 安全運転、運転日報、積載量 ○ 

13 道路法 荷崩れ防止の為の固定ベルト使用   ○ 

14 道路運送車両法 定期点検整備 ○ 

15 フロン排出抑制法 簡易点検の実施 〇 

16 労働安全衛生法 決められた管理者の選任 〇 

関係機関や地域周辺等から過去３年間特に指摘はありませんでした。訴訟等も同様です。 
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⒀ 2023 年度 環境活動報告(営業所、出張所、物流センター) 

・北海道営業所 

・旭川出張所 

・帯広出張所 

・東北営業所 

・関東営業所 

・長野営業所、物流センター（同一建物） 

・岡山営業所 

・九州営業所 

・南九州出張所 

以上の順で次頁より 
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令
和
5
年
度
　
  
北
海
道
営
業
所
　
環
境
活
動
報
告

作
成
日
：

作
成
者
：

2
0
2
3
年
度
　
使
用
実
績

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

合
計

20
23
年
度
目
標

目
標
比
(%
)
20
22
 年
度
実
績
前
年
度
比
(%
)

電
気
(K
w
h
)

2,
93
0

2,
83
3

2,
48
8

2,
79
0

2,
41
2

1,
49
8

1,
84
2

1,
89
2

2,
02
6

1,
68
4

2,
07
4

2,
53
5

27
,0
04

28
,0
00

96
28
,2
02

96
　
　
金
額

14
5,
94
1

12
1,
81
5

11
0,
49
5

11
8,
76
6

10
3,
00
9

85
,3
66

96
,6
81

94
,9
79

10
0,
19
0

95
,1
46

10
6,
08
5

12
4,
73
2

1,
30
3,
20
5

(前
年
維
持
)

1,
41
9,
11
8

92
　
　
昨
年
使
用
実
績

30
94

27
2
0

31
60

32
28

26
69

1
63
9

18
11

16
92

15
65

16
81

24
25

2,
51
8

28
,2
02

　
　
昨
年
金
額
実
績

14
0,
66
0

12
9,
10
4

14
5,
30
0

14
7,
69
8

12
8,
09
6

91
,3
96

98
,8
58

95
,7
57

92
,1
69

96
,3
66

12
31
36

13
0,
57
8

1,
41
9,
11
8

ガ
ソ
リ
ン

96
10
8

18
8

0
10
0

12
4

10
2

97
1
37

58
21
9

10
1

1,
32
9

1,
10
0

12
1

1,
12
8

11
8

　
　
金
額

14
,2
48

16
,0
65

27
,8
78

0
14
,8
43

18
,4
35

15
,2
58

14
,9
07

22
,1
88

9,
47
7

34
,3
27

15
,5
31

20
3,
15
7

(2
%
削
減
)

17
0,
64
3

11
9

　
　
昨
年
使
用
実
績

31
25

55
10
6

10
2

13
7

16
4

57
1
78

12
7

83
63

1,
12
8

　
　
昨
年
金
額
実
績

4,
56
3

3,
74
3

8,
36
0

16
,3
41

15
,7
00

20
,6
59

24
,9
33

8,
65
3

26
,7
99

19
,0
84

12
,4
62

9,
34
6

17
0,
64
3

軽
油

1,
75
0

1,
65
0

2,
00
8

2,
85
5

3,
01
7

2,
18
4

1,
48
6

1,
27
5

1,
46
0

1,
63
9

1,
36
1

1,
41
0

22
,0
95

2,
30
0

96
23
,8
48

93
　
　
金
額

17
4,
32
9

16
4,
88
5

19
9,
19
9

28
2,
87
2

30
0,
77
5

21
7,
41
2

14
9,
52
2

13
2,
49
2

16
2,
90
3

18
6,
53
7

14
6,
01
5

14
6,
72
1

2,
26
3,
66
2

(2
%
削
減
)

2,
43
5,
49
0

93
　
　
昨
年
使
用
実
績

1,
23
5

1,
25
9

1,
81
2

3,
11
4

2,
60
1

2,
30
3

2,
15
2

2,
01
0

2,
06
2

1,
99
7

1,
77
5

1,
52
8

23
,8
48

　
　
昨
年
金
額
実
績

12
0,
77
1

12
5,
71
2

18
5,
49
0

32
8,
49
7

27
1,
48
8

23
3,
62
4

22
0,
74
9

20
8,
38
4

20
8,
70
4

20
1,
66
1

17
8,
53
1

15
1,
87
9

2,
43
5,
49
0

水
道
(㎥
)

9
11

24
21

3
5

59
15
9

10
0

15
9

10
7

14
9

　
　
金
額

4,
44
4

4,
44
4

5,
74
2

6,
39
1

4,
44
4

5,
74
2

31
,2
07

(前
年
維
持
)

23
,0
61

13
5

　
　
昨
年
使
用
実
績

9
9

25
28

2
1

15
10
7

10
0

99
　
　
昨
年
金
額
実
績

3,
30
0

3,
30
0

4,
65
3

7,
04
0

4,
76
8

0
23
,0
61

(前
年
維
持
)

L
P
G
(㎥
 o
r 
㎏
選
択
)

0.
1

0.
1

0.
1

0.
1

0.
1

0.
1

0.
1

0.
1

0.
1

0.
1

0.
1

0.
1

1.
2

1.
7

71
1.
7

71
　
　
金
額

2,
52
1

2,
42
0

2,
42
0

2,
52
1

2,
51
9

2,
42
0

2,
42
0

31
4

2,
51
4

2,
42
0

2,
42
0

2,
52
0

27
,4
29

(前
年
維
持
)

30
,4
75

90
　
　
昨
年
使
用
実
績

0.
2

0.
2

0.
2

0.
2

0.
2

0.
1

0.
1

0.
1

0.
1

0.
1

0.
1

0.
1

1.
7

4.
0

　
　
昨
年
金
額
実
績

2,
72
5

2,
42
0

2,
62
1

2,
62
4

2,
63
1

2,
52
5

2,
52
4

2,
52
3

2,
42
0

2,
52
1

2,
42
0

2,
52
1

30
,4
75

(前
年
維
持
)

灯
油
(ℓ
)

70
6

54
6

63
3

65
5

2,
54
0

3,
20
0

80
3,
29
6

77
　
　
金
額

77
,6
60

60
,0
60

71
,7
19

74
,2
12

28
3,
65
1

(前
年
維
持
)

29
1,
88
7

97
　
　
昨
年
使
用
実
績

70
5

74
0

67
0

0
0

0
0

0
0

60
1

0
58
0

3,
29
6

　
　
昨
年
金
額
実
績

55
,0
61

59
,4
22

56
,7
49

0
0

0
0

0
0

56
,8
55

0
63
,8
00

29
1,
88
7

二
酸
化
炭
素
排
出
量
(k
g-
C
O
2
)

8
9
7
4
7

93
,2
10

96
*
排
出
係
数
：
0.
53
3

20
23
年
度

取
組
ん
だ
内
容
　
及
び
　
評
価

次
年
度
以
降
の
目
標 20
24
年
度

20
25
年
度

20
26
年
度

電
気

電
気
(K
wh
)

27
,0
00

26
,5
00

26
,0
00

ガ
ソ
リ
ン

ガ
ソ
リ
ン

(ℓ
)

1,
30
0

1,
27
5

1,
25
0

軽
油

軽
油
(ℓ
)

22
,0
00

2,
15
0

2,
10
0

水
道

水
道
(㎥
)

10
0

10
0

10
0

LP
G

LP
G

(㎥
 o
r 
㎏
選
択
)

1.
5

1.
5

1.
5

灯
油

灯
油
(ℓ
)

2,
55
0

2,
50
0

2,
50
0

・
ス
ト
ー
ブ
の
温
度
を
上
げ
す
ぎ
な
い
。
冬
は
適
温
に
し

た
。

使
用
量
は
大
幅
削
減
で
き
た
が
、
灯
油
高
騰
で
金

額
は
現
状
維
持
と
な
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
温
度
を
上
げ
す
ぎ
な
い

・
洗
車
時
、
無
駄
に
使
わ
な
い
。
男
子
ト
イ
レ
の
コ
ッ
ク
が

壊
れ
、
水
が
流
れ
っ
ぱ
な
し
な
っ
て
い
た
た
め
11
月
の
使
用

量
が
異
常
で
あ
っ
た
。

50
％
UP
と
な
っ
た
。
今
後
は
な
い
よ
う
に
す
る

・
節
水
に
努
め
る

・
給
湯
器
温
度
設
定
を
小
に
す
る
。
ほ
ぼ
使
用
し
て
い
な
い

状
況
。

削
減
と
な
っ
た
。

・
節
約
に
努
め
る

・
燃
費
の
良
い
速
度
で
走
る
が
、
走
行
距
離
が
前
年
よ
り
増

え
た
。

18
％
UP
と
な
っ
た
。

・
急
発
進
・
急
停
車
は
行
わ
な
い
。
燃
費
の
良
い
速
度
で
走
る

・
急
発
進
・
急
停
車
は
行
わ
な
い
。
燃
費
の
良
い
速
度
で
走

る
目
標
を
ク
リ
ア
ー
し
た

・
急
発
進
・
急
停
車
は
行
わ
な
い
。
燃
費
の
良
い
速
度
で
走
る

・
こ
ま
め
に
電
気
を
消
す
。
特
に
倉
庫
で
人
が
い
な
い
時
は

必
ず
消
す
。
就
業
後
は
必
要
な
と
こ
ろ
だ
け
電
気
点
灯
。

削
減
で
き
た
。

・
こ
ま
め
に
電
気
を
消
す
。

20
24
年
3月
26
日

小
川
原
　
朋
広

取
組
ん
だ
内
容

評
価

次
年
度
取
組
内
容

18



20
23
 年
度

作
成
日
：

作
成
者
：

20
23
年
度

使
用
実
績

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

合
計

20
23
年
度
目
標

目
標
比
(%
)
20
22
 年
度
実
績
前
年
度
比
(%
)

電
気
(K
wh
)

1,
32
5

1,
27
7

1,
22
3

1,
27
5

1,
15
8

82
5

1,
00
4

1,
11
6

1,
00
4

86
9

1,
09
2

1,
23
4

13
,4
02

13
,0
00

10
3

12
,8
53

10
4

　
　
金
額

67
,2
53

56
,5
71

54
,7
61

56
,4
85

50
,5
81

44
,5
74

52
,2
03

55
,4
03

48
,0
28

48
,0
28

56
,0
96

60
,5
01

65
0,
48
4

(前
年
維
持
)

66
9,
27
7

97
　
　
昨
年
使
用
実
績

1,
29
2

1,
27
5

1,
26
8

1,
39
7

1,
09
8

85
5

1,
02
8

89
8

82
6

77
7

91
5

1,
22
4

12
,8
53

　
　
昨
年
金
額
実
績

61
,0
97

61
,8
24

62
,7
20

67
,1
41

56
,0
45

47
,1
46

55
,3
73

50
,6
38

47
,6
96

45
,7
14

50
,6
17

63
,2
66

66
9,
27
7

ガ
ソ
リ
ン
(ℓ
)

21
4

26
1

32
2

39
8

44
3

27
9

32
8

39
3

33
6

31
9

20
2

23
1

3,
72
4

3,
40
0

11
0

3,
38
2

11
0

　
　
金
額

31
,8
64

38
,8
00

48
,4
14

60
,4
58

67
,7
47

41
,4
40

49
,2
27

60
,2
91

54
,1
98

52
,2
32

31
,6
13

35
,5
26

57
1,
81
0

(前
年
維
持
)

51
1,
14
0

11
2

　
　
昨
年
使
用
実
績

24
3

20
4

25
1

40
4

24
9

27
7

31
9

32
0

34
6

26
1

23
6

27
2

3,
38
2

　
　
昨
年
金
額
実
績

35
,7
68

30
,0
67

38
,1
83

62
,6
20

38
,3
30

41
,7
69

48
,4
86

48
,9
24

52
,0
72

39
,2
51

35
,3
03

40
,3
67

51
1,
14
0

軽
油
(ℓ
)

18
0

26
5

12
6

74
46
9

27
8

59
0

49
8

51
8

58
7

75
4

4,
17
7

1,
60
0

26
1

1,
59
1

26
3

　
　
金
額

2,
71
4

0
34
,6
25

19
,0
00

11
,1
59

49
,4
00

30
,8
55

63
,4
75

55
,5
68

62
,2
43

69
,5
29

81
,3
64

47
9,
93
2

(前
年
維
持
)

18
0,
39
7

26
6

　
　
昨
年
使
用
実
績

15
6

72
25
5

14
1

90
17
6

22
5

12
7

61
90

12
6

72
1,
59
1

　
　
昨
年
金
額
実
績

15
,2
56

8,
20
2

29
,5
85

16
,9
54

10
,6
82

19
,4
32

25
,4
16

14
,5
11

6,
17
3

10
,6
82

14
,9
56

8,
54
8

18
0,
39
7

水
道
(㎥
)

地
下
水
の
た
め

0
0

#D
IV
/0
!

0
#D
IV
/0
!

　
　
金
額

な
し

0
(前
年
維
持
)

0
#D
IV
/0
!

　
　
昨
年
使
用
実
績

0
　
　
昨
年
金
額
実
績

0
LP
G(
㎥
 o
r ㎏
選
択
)

0
0

0
8

0
0

0
0

0
0

0
0

8
8

10
0

8
10
0

　
　
金
額

0
0

0
4,
84
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4,
84
0

(前
年
維
持
)

4,
51
0

10
7

　
　
昨
年
使
用
実
績

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

8
0

8
　
　
昨
年
金
額
実
績

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4,
51
0

0
4,
51
0

灯
油
(ℓ
)

64
4

88
9

66
2

45
7

32
7

72
0

0
17
8

51
5

91
7

4,
66
1

4,
30
0

10
8

4,
29
3

10
9

　
　
金
額

73
,4
17

10
0,
77
9

75
,0
61

51
,8
34

37
,5
24

8,
47
4

22
,5
93

60
,1
06

10
6,
92
2

53
6,
71
0

(前
年
維
持
)

49
0,
45
0

10
9

　
　
昨
年
使
用
実
績

74
9

86
0

65
5

42
0

24
0

36
36

36
0

54
43
6

77
1

4,
29
3

　
　
昨
年
金
額
実
績

79
,8
96

94
,4
99

75
,4
03

50
,8
68

28
,7
43

4,
23
7

4,
23
7

4,
23
7

0
6,
35
6

52
,3
05

89
,6
69

49
0,
45
0

38
,3
36

29
,6
28

12
9

*排
出
係
数
：
0.
53
3

20
23
年
度

取
組
ん
だ
内
容
　
及
び
　
評
価

次
年
度
以
降
の
目
標 20
24
年
度

20
25
年
度

20
26
年
度

電
気

電
気
(K
wh
)

13
,0
00

13
,0
00

13
,0
00

ガ
ソ
リ
ン

ガ
ソ
リ
ン

(ℓ
)

3,
70
0

3,
70
0

3,
70
0

軽
油

軽
油
(ℓ
)

4,
00
0

4,
00
0

4,
00
0

水
道

水
道
(㎥
)

地
下
水

地
下
水

地
下
水

LP
G

LP
G

(㎥
 o
r ㎏
選

択
)

8
8

8

灯
油

灯
油
(ℓ
)

4,
60
0

4,
60
0

4,
60
0

給
湯
器
の
温
度
設
定
を
下
げ
る

ガ
ス
ボ
ン
ベ
交
換
に
至
っ
た

給
湯
器
の
温
度
設
定
を
下
げ
る

ス
ト
ー
ブ
設
定
温
度
を
上
げ
す
ぎ
な
い
た
め
に
厚
着
す
る
。

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
暖
房
効
率
を
よ
く
す
る

取
り
組
ん
だ
が
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た

ス
ト
ー
ブ
設
定
温
度
を
上
げ
す
ぎ
な
い
た
め
に
厚
着
す
る
。
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
用

し
て
暖
房
効
率
を
よ
く
す
る

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
不
使
用
時
は
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
。
燃
費
の

良
い
運
転
を
心
が
け
る

取
り
組
ん
だ
が
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
不
使
用
時
は
エ
ン
ジ
ン
を
切
る

洗
車
時
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

節
水
し
た

水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

昼
休
み
に
倉
庫
の
電
気
消
灯
す
る
等
不
要
な
電
気
の
消
灯

目
標
達
成
で
き
な
か
っ
た

不
要
な
電
気
の
消
灯

燃
費
の
良
い
安
全
運
転
に
努
め
る

使
用
量
増
加
し
た
。
４
月
～
5月
に
繁
忙
期
対
応

と
し
て
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
1台
借
り
た
こ
と
も

増
加
の
一
因
と
な
っ
た

燃
費
の
良
い
安
全
運
転
に
努
め
る

旭
川
出
張
所
　
環
境
活
動
報
告

20
24
年
2月
21
日

樋
口

二
酸
化
炭
素
排
出
量
(k
g-
CO
2)

取
組
ん
だ
内
容

評
価

次
年
度
取
組
内
容
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2
0
2
3
年
度
　
  
帯
広
(出
）
　
環
境
活
動
報
告

作
成
日
：

作
成
者
：

2
0
2
3
年
度
　
使
用
実
績

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

合
計

20
23
年
度
目
標

目
標
比
(%
)
20
22
 年
度
実
績
前
年
度
比
(%
)

電
気
(K
w
h
)

48
7

34
5

30
2

34
8

41
6

36
1

41
2

49
4

42
9

32
2

36
3

35
0

4,
62
9

5,
00
0

92
4,
81
1

96
　
　
金
額

31
,0
37

22
,7
06

21
,3
04

22
,6
94

23
,8
49

24
,5
46

27
,0
21

29
,7
19

26
,9
34

23
,9
86

25
,5
13

24
,8
26

30
4,
13
5

(前
年
維
持
)

32
0,
63
3

94
　
　
昨
年
使
用
実
績

68
2

57
5

49
2

42
7

38
6

30
7

35
7

34
9

32
6

28
1

30
0

32
9

4,
81
1

　
　
昨
年
金
額
実
績

36
,4
02

32
,8
26

29
,9
35

27
,4
69

25
,7
01

22
,9
14

25
,4
44

25
,3
66

24
,3
56

22
,5
51

23
,3
53

24
,3
16

32
0,
63
3

ガ
ソ
リ
ン

90
67

15
2

18
9

24
1

16
4

12
5

15
2

15
6

17
8

14
7

11
7

1,
77
8

1,
65
0

10
7

1,
66
6

10
7

　
　
金
額

13
,3
74

10
,0
42

22
,6
10

28
,0
23

35
,9
05

24
,3
38

18
,7
33

23
,2
90

25
,1
40

29
,0
84

22
,9
98

17
,9
94

27
1,
53
1

(2
%
削
減
)

25
2,
05
0

10
7

　
　
昨
年
使
用
実
績

12
0

12
7

13
0

20
8

24
1

17
5

14
5

66
67

12
7

18
2

78
1,
66
6

　
　
昨
年
金
額
実
績

17
,7
28

18
,6
83

19
,7
47

32
,2
17

37
,1
50

26
,3
26

22
,0
95

10
,0
91

10
,1
12

19
,1
12

27
,1
83

11
,6
06

25
2,
05
0

軽
油

13
8

63
38

42
12
5

42
44
8

30
0

14
9

11
0

40
9

　
　
金
額

13
,7
57

6,
33
8

3,
94
8

4,
68
7

14
,2
24

4,
37
2

47
,3
26

(2
%
削
減
)

11
,2
59

42
0

　
　
昨
年
使
用
実
績

0
0

0
33

33
0

0
0

0
0

0
43

11
0

　
　
昨
年
金
額
実
績

0
0

0
3,
50
9

3,
47
6

0
0

0
0

0
0

4,
27
4

11
,2
59

水
道
(㎥
)

2
4

4
5

7
9

5
5

5
6

4
5

61
40

15
2

39
15
6

　
　
金
額

2,
06
2

2,
06
2

2,
06
2

2,
06
2

4,
12
6

4,
12
6

2,
06
2

2,
06
2

2,
06
2

4,
12
6

2,
06
2

2,
06
2

30
,9
36

(前
年
維
持
)

28
,8
42

10
7

　
　
昨
年
使
用
実
績

3
2

2
3

6
7

4
3

3
2

2
2

39
　
　
昨
年
金
額
実
績

2,
06
2

2,
06
2

2,
06
2

2,
06
2

4,
12
6

4,
12
6

2,
06
2

2,
06
2

2,
06
2

2,
03
2

2,
06
2

2,
06
2

28
,8
42

L
P
G
( ㎥
 o
r 
㎏
選
択
)

1
1.
2

1.
1

1
1.
2

1.
2

1.
1

1.
3

1.
1

1.
2

1.
2

1.
5

14
.1

6
23
5

5.
7

24
7

　
　
金
額

3,
85
0

4,
09
2

3,
97
1

3,
85
0

4,
09
2

4,
09
2

3,
97
1

2,
01
3

3,
97
1

4,
06
6

4,
06
6

4,
42
2

46
,4
56

(前
年
維
持
)

39
,3
75

11
7

　
　
昨
年
使
用
実
績

0.
7

0.
4

0.
6

0.
8

0.
7

0.
8

0.
3

0.
2

0.
2

0.
2

0.
4

0.
4

5.
7

　
　
昨
年
金
額
実
績

3,
33
9

3,
12
4

3,
22
3

3,
45
4

3,
37
7

3,
49
8

3,
61
9

3,
00
3

2,
88
2

2,
88
2

3,
12
4

3,
85
0

39
,3
75

灯
油
(ℓ
)

20
6

87
12
0

60
1

1,
01
4

85
0

11
9

82
9

12
2

　
　
金
額

25
,3
24

9,
79
7

13
,5
83

66
,6
29

11
5,
33
3

(前
年
維
持
)

70
,5
90

16
3

　
　
昨
年
使
用
実
績

13
2

28
2

41
6

82
9

　
　
昨
年
金
額
実
績

14
,4
30

26
,7
43

29
,4
17

70
,5
90

10
,3
40

8,
84
1

11
7

*
排
出
係
数
：
0.
53
3

20
23
年
度

取
組
ん
だ
内
容
　
及
び
　
評
価

次
年
度
以
降
の
目
標 20
24
年
度

20
25
年
度

20
26
年
度

電
気

電
気
(K
wh
)

5,
00
0

5,
00
0

5,
00
0

ガ
ソ
リ
ン

ガ
ソ
リ
ン

(ℓ
)

1,
60
0

1,
57
0

1,
55
0

軽
油

軽
油
(ℓ
)

30
0

30
0

30
0

水
道

水
道
(㎥
)

40
40

40

LP
G

LP
G

(㎥
 o
r 
㎏
選
択
)

6.
0

6.
0

6.
0

灯
油

灯
油
(ℓ
)

85
0

85
0

85
0

・
給
湯
器
温
度
設
定
を
小
に
す
る
。

削
減
で
き
な
か
っ
た

・
節
約
に
努
め
る
。

・
事
務
所
の
室
温
が
上
が
っ
て
き
た
ら
、
火
力
調
節
す
る
。
削
減
で
き
な
か
っ
た

・
ス
ト
ー
ブ
の
温
度
を
上
げ
す
ぎ
な
い
。

・
急
発
進
・
急
停
車
は
行
わ
な
い
。
燃
費
の
良
い
速
度
で
走

る
。

ト
ラ
ッ
ク
使
用
量
が
増
え
た

・
急
発
進
、
急
停
車
は
行
わ
な
い
。
燃
費
の
良
い
速
度
で
走
る
。

・
洗
車
時
、
無
駄
に
使
わ
な
い
。

削
減
で
き
な
か
っ
た

・
節
水
に
努
め
る
。

・
こ
ま
め
に
電
気
を
消
す
。

使
用
量
、
金
額
共
に
削
減
で
き
た

・
こ
ま
め
に
電
気
を
消
す
。

・
急
発
進
・
急
停
車
は
行
わ
な
い
。
燃
費
の
良
い
速
度
で
走

る
。

燃
費
の
良
い
走
り
が
出
来
て
い
る

・
急
発
進
、
急
停
車
は
行
わ
な
い
。
燃
費
の
良
い
速
度
で
走
る
。

20
24
年
1月
25
日

栗
原
　
塁

二
酸
化
炭
素
排
出
量
(k
g-
CO

2
)

取
組
ん
だ
内
容

評
価

次
年
度
取
組
内
容

20



20
23
 年
度

作
成
日
：

作
成
者
：

20
23
年
度

使
用
実
績
1月

2月
3月

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

合
計

20
23
年
度
目
標

目
標
比
(%
)
20
22
 年
度
実
績
前
年
度
比
(%
)

電
気
(K
wh
)

3,
51
1

4,
20
0

3,
96
4

4,
06
3

3,
36
8

3,
39
9

3,
19
4

4,
34
6

4,
01
7

3,
45
0

3,
22
3

4,
78
1

45
,5
16

41
,9
22

10
9

42
,7
78

10
6
7月
EH
P導
入

　
　
金
額

13
3,
34
0

14
2,
28
5

13
3,
64
9

13
1,
75
8

10
3,
16
7

10
0,
30
6

11
0,
56
9

14
0,
26
4

12
8,
68
5

11
8,
69
5

10
9,
35
6

15
0,
16
0

1,
50
2,
23
4

(2
%
削
減
)

1,
32
2,
11
5

11
4

　
　
昨
年
使
用
実
績

3,
76
5

4,
23
9

3,
76
0

4,
33
0

3,
70
2

3,
31
1

3,
22
9

3,
26
4

2,
84
2

3,
05
2

3,
36
6

3,
91
8

42
,7
78

　
　
昨
年
金
額
実
績

98
,0
46

11
1,
57
2

10
4,
67
8

11
8,
52
6

10
6,
20
4

98
,2
42

99
,3
36

10
6,
87
0

10
0,
91
0

11
1,
09
2

12
2,
13
6

14
4,
50
3

1,
32
2,
11
5

ガ
ソ
リ
ン
(ℓ
)

40
6

49
7

46
8

13
1

26
5

43
5

33
6

34
6

29
4

31
3

29
1

42
0

4,
20
2

2,
80
0

15
0

2,
81
1

14
9

　
　
金
額

61
,1
94

74
,4
78

70
,6
96

19
,3
52

39
,9
88

65
,3
22

51
,0
75

53
,8
73

48
,1
99

51
,3
23

46
,2
84

65
,1
64

64
6,
94
8

(前
年
維
持
)

42
5,
53
6

15
2

　
　
昨
年
使
用
実
績

11
7

67
10
3

12
3

13
6

33
5

35
0

31
8

33
4

16
0

31
2

45
6

2,
81
1

　
　
昨
年
金
額
実
績

17
,2
77

9,
80
1

15
,6
08

19
,2
75

20
,8
78

50
,8
29

53
,2
60

48
,6
67

50
,2
06

24
,0
77

47
,2
13

68
,4
45

42
5,
53
6

軽
油
(ℓ
)

3,
14
5

3,
34
4

6,
30
3

6,
90
5

6,
07
7

4,
71
1

3,
78
0

3,
51
0

3,
91
3

3,
76
2

3,
75
1

3,
07
4

52
,2
75

50
,5
57

10
3

50
,5
57

10
3

　
　
金
額

31
6,
70
3

34
2,
18
0

64
1,
05
4

69
8,
56
0

61
5,
38
2

47
5,
18
0

38
3,
04
7

27
,1
70

9,
72
7

7,
26
6

40
6,
28
1

33
3,
91
6

4,
25
6,
46
6

(前
年
維
持
)

5,
28
8,
96
4

80
　
　
昨
年
使
用
実
績

1,
21
4

1,
83
7

5,
28
2

7,
89
6

6,
92
5

4,
89
8

4,
36
2

3,
16
1

3,
82
1

3,
42
4

4,
33
7

3,
40
0

50
,5
57

　
　
昨
年
金
額
実
績

12
9,
97
5

19
1,
26
7

56
0,
83
9

83
9,
11
1

73
5,
23
2

50
1,
85
2

45
8,
33
4

33
5,
22
4

38
6,
62
5

36
1,
72
2

44
5,
31
7

34
3,
46
6

5,
28
8,
96
4

水
道
(㎥
)

20
17

14
35

17
17

16
18

22
12

19
15

22
2

20
4

10
9

20
4

10
9

　
　
金
額

6,
30
8

5,
73
5

5,
16
2

10
,2
08

5,
73
5

5,
73
5

5,
54
4

5,
92
6

6,
82
8

4,
78
0

6,
11
7

5,
35
3

73
,4
31

(前
年
維
持
)

70
,3
41

10
4

　
　
昨
年
使
用
実
績

18
16

25
14

18
18

15
18

11
13

24
14

20
4

　
　
昨
年
金
額
実
績

5,
92
6

5,
54
4

7,
60
8

5,
16
2

5,
92
6

5,
92
6

5,
35
3

5,
92
6

5,
48
9

4,
97
1

7,
34
8

5,
16
2

70
,3
41

LP
G(
㎥
 o
r ㎏
選
択
)

28
4

36
1

27
2

18
6

10
0

66
16
4

98
0

0
0

0
1,
53
2

2,
71
0

57
2,
77
9

55
8月
GH
P撤
去

　
　
金
額

98
,7
31

12
8,
94
4

10
2,
54
2

66
,1
37

34
,4
42

22
,6
41

50
,6
35

31
,6
59

0
0

0
0

53
5,
73
1

(2
%
削
減
)

1,
05
8,
45
5

51
　
　
昨
年
使
用
実
績

31
1

36
4

30
6

30
1

14
4

98
24
4

31
0

17
6

86
17
1

26
8

2,
77
9

　
　
昨
年
金
額
実
績

10
9,
13
8

12
9,
63
1

11
5,
74
5

12
3,
05
1

60
,0
93

40
,4
87

97
,6
38

11
9,
95
8

66
,3
28

33
,4
18

63
,7
08

99
,2
60

1,
05
8,
45
5

灯
油
(ℓ
)

50
3

98
4

22
2

0
13
4

0
0

0
0

0
22
0

58
7

2,
65
0

2,
93
5

90
2,
99
5

88
　
　
金
額

57
,5
44

11
2,
56
8

25
,3
97

0
13
,9
36

0
0

0
0

0
25
,0
80

66
,9
18

30
1,
44
3

(2
%
削
減
)

34
5,
55
5

87
　
　
昨
年
使
用
実
績

58
3

71
0

45
8

0
0

20
0

0
0

0
0

33
1

71
3

2,
99
5

　
　
昨
年
金
額
実
績

65
,5
54

81
,9
18

54
,6
69

0
0

23
,9
80

0
0

0
0

37
,8
66

81
,5
68

34
5,
55
5

20
0,
50
5

18
2,
79
7

11
0

*排
出
係
数
：
0.
48
3

20
23
年
度

取
組
ん
だ
内
容
　
及
び
　
評
価

次
年
度
以
降
の
目
標 20
24
年
度

20
25
年
度

20
26
年
度

電
気

電
気
(K
wh
)

前
年
実
績

+2
0%
以
内

維
持

維
持

ガ
ソ
リ
ン

ガ
ソ
リ
ン

(ℓ
)

維
持

維
持

維
持

軽
油

軽
油
(ℓ
)

維
持

維
持

維
持

水
道

水
道
(㎥
)

2％
削
減

2％
削
減

2％
削
減

LP
G

LP
G

(㎥
 o
r ㎏
選
択
)

　
-

-
-

灯
油

灯
油
(ℓ
)

2％
削
減

2％
削
減

2％
削
減

空
調
の
適
温
化

ク
ー
ル
ビ
ズ
、
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
実
施

ブ
ラ
イ
ン
ド
調
整
で
エ
ア
コ
ン
適
温
化

老
朽
化
に
よ
り
GH
Pを
撤
去
(8
月
)

1～
8月
ま
で
の
使
用
実
績
は
何
れ
の
月
も
前
年
よ
り
大

幅
に
削
減
さ
れ
た
。

20
23
年
8月
ガ
ス
解
約

始
業
前
や
不
在
場
所
で
は
暖
房
機
器
Ｏ
Ｆ
Ｆ

暖
房
の
適
度
な
温
度
設
定
と
衣
類
で
の
防
寒
対
策

EH
P寒
冷
地
仕
様
の
導
入
に
よ
り
室
温
が
安
定
し
事
務

所
ﾌｧ
ﾝﾋ
ｰﾀ
ｰが
不
要
に
な
っ
た
。
又
、
暖
冬
や
営
業
応
援

の
増
加
で
業
務
用
ｽﾄ
ｰﾌ
ﾞの
稼
働
率
が
減
り
大
幅
な
削
減

に
繋
が
っ
た
。
前
年
比
減
/目
標
達
成

前
年
の
取
り
組
み
を
継
続

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
啓
発

車
両
定
期
点
検
整
備
の
実
施

不
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
や
め
る
。

出
荷
台
数
の
減
少
で
Fﾘ
ﾌﾄ
の
燃
料
消
費
量
は
前
の
年
よ

り
10
％
減
。
営
業
活
動
が
ｺﾛ
ﾅ前
の
水
準
に
戻
っ
た
こ
と

で
ﾄﾗ
ｯｸ
燃
料
は
増
加
し
前
年
比
・
目
標
比
共
に
3％
ｵｰ

ﾊﾞ
ｰ

前
年
の
取
り
組
み
を
継
続

安
全
運
転
の
推
進

洗
車
、
洗
濯
時
に
節
水
を
心
が
け
る
。

蛇
口
閉
め
忘
れ
の
確
認

節
水
啓
蒙
ポ
ス
タ
ー
の
貼
り
替
え

4月
の
使
用
量
が
前
年
同
月
比
2.
5倍
と
な
る
。
原
因
は

洗
車
機
水
抜
き
作
業
時
の
人
為
的
ミ
ス
に
よ
る
も
の
。

至
急
対
策
を
講
じ
所
内
で
再
発
防
止
を
徹
底
し
た
。
前

年
比
9％
増
/目
標
比
未
達
成

前
年
の
取
り
組
み
を
継
続

漏
水
パ
ト
ロ
ー
ル

空
調
温
度
の
適
正
化

長
時
間
離
席
時
電
気
機
器
の
電
源
Ｏ
Ｆ
Ｆ

5S
活
動
徹
底
と
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
定
着

前
年
比
6％
増
。
7月
末
に
空
調
設
備
を
GH
Pか
ら
EH
P

に
更
新
。
長
引
く
猛
暑
と
相
ま
っ
て
夏
季
は
使
用
量
が

1.
2倍
に
up
し
た
が
突
出
す
る
程
で
は
な
か
っ
た
。
設
備

更
新
で
今
後
ｺｽ
ﾄ削
減
が
見
込
ま
れ
る
。

前
年
の
取
り
組
み
を
継
続

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
啓
発

自
動
車
点
検
整
備
を
定
期
的
に
実
施
。

不
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
や
め
る
。

前
年
比
49
％
増
/目
標
値
未
達
成
。
ｳｨ
ｽﾞ
ｺﾛ
ﾅで
本
格
的

に
活
動
が
再
開
さ
れ
た
一
年
。
営
業
応
援
等
が
増
え
た

分
繁
忙
期
(1
～
6月
)の
使
用
量
は
前
年
の
2.
5倍
に
な
っ

た
。

前
年
の
取
り
組
み
を
継
続

安
全
運
転
の
推
進

東
北
営
業
所
　
環
境
活
動
報
告

20
24
年
2月
15
日

髙
橋
ひ
と
み

二
酸
化
炭
素
排
出
量
(k
g-
CO

2)

取
組
ん
だ
内
容

評
価

次
年
度
取
組
内
容
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20
23
 年
度

作
成
日
：

作
成
者
：

20
23
年
度

使
用
実
績

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

合
計

20
23
年
度
目
標

目
標
比
(%
)
20
22
 年
度
実
績
前
年
度
比
(%
)

電
気
(K
wh
)

5,
35
2

6,
53
6

5,
15
5

3,
71
3

3,
14
8

3,
20
1

4,
83
3

6,
55
0

5,
80
2

4,
09
8

3,
14
2

5,
33
0

56
,8
60

59
,9
52

95
60
,5
58

94
　
　
金
額

22
1,
93
2

23
7,
54
4

18
,9
98

14
5,
21
0

12
6,
07
8

12
1,
83
1

15
3,
23
0

18
7,
61
0

17
0,
71
9

14
1,
52
0

11
9,
48
0

16
2,
45
1

1,
80
6,
60
3

1％
削
減

1,
93
7,
56
6

93
　
　
昨
年
使
用
実
績

6,
26
6

7,
74
6

6,
53
4

5,
18
2

3,
51
3

3,
40
1

5,
70
1

5,
88
9

4,
24
2

3,
63
8

3,
52
8

4,
91
8

60
,5
58

　
　
昨
年
金
額
実
績

16
0,
71
6

19
8,
55
9

17
6,
94
6

15
4,
12
8

11
9,
60
6

11
7,
88
7

17
8,
85
1

19
2,
80
3

15
6,
07
6

14
3,
63
6

14
3,
75
5

19
4,
60
3

1,
93
7,
56
6

ガ
ソ
リ
ン
(ℓ
)

35
2

37
7

49
7

25
4

24
9

32
6

24
8

17
3

27
3

35
3

30
0

38
2

3,
78
4

3,
26
1

11
6

3,
26
1

11
6

　
　
金
額

54
,7
66

58
,4
87

76
,3
08

40
,3
74

38
,3
46

51
,1
91

38
,9
20

28
,9
21

45
62
9

62
58
9

50
11
5

65
23
1

61
0,
87
7

前
年
維
持

53
7,
90
0

11
4

　
　
昨
年
使
用
実
績

12
4

23
8

38
1

28
1

25
9

31
0

39
9

23
8

19
3

33
4

36
3

14
1

3,
26
1

　
　
昨
年
金
額
実
績

21
,2
90

29
,7
44

64
,0
05

50
,0
22

42
,2
76

56
,4
44

65
,9
36

38
,6
40

32
12
9

55
56
4

58
49
6

23
35
4

53
7,
90
0

軽
油
(ℓ
)

2,
21
4

2,
21
4

3,
82
8

4,
13
0

2,
83
1

3,
07
8

2,
96
2

2,
14
4

2,
72
4

2,
84
2

2,
48
3

1,
90
0

33
,3
50

34
,0
00

98
34
,3
43

97
　
　
金
額

22
2,
06
2

22
2,
06
2

38
2,
39
9

41
7,
69
0

28
4,
33
7

31
0,
50
2

30
3,
90
0

23
2,
09
9

30
5,
40
5

32
6,
48
2

26
7,
52
9

19
9,
28
2

3,
47
3,
74
9

1％
削
減

3,
52
6,
30
9

99
　
　
昨
年
使
用
実
績

2,
43
0

2,
49
4

3,
77
8

4,
24
1

3,
02
1

3,
09
3

2,
70
6

1,
82
2

2,
30
7

2,
79
5

2,
96
7

2,
68
9

34
,3
43

　
　
昨
年
金
額
実
績

23
9,
90
5

24
6,
77
9

39
0,
63
8

45
1,
59
3

31
9,
33
2

31
4,
71
4

27
8,
42
1

18
8,
57
5

23
6,
77
6

28
7,
89
7

30
0,
01
5

27
1,
66
4

3,
52
6,
30
9

水
道
(㎥
)

46
50

44
66

45
41

29
2

27
1

10
8

27
4

10
7

　
　
金
額

13
,7
83

14
,2
45

13
,5
52

16
,0
93

13
,6
67

13
,2
05

84
,5
45

1％
削
減

82
,4
66

10
3

　
　
昨
年
使
用
実
績

42
48

48
54

41
41

27
4

　
　
昨
年
金
額
実
績

13
,3
21

14
,0
14

14
,0
14

14
,7
07

13
,2
05

13
,2
05

82
,4
66

LP
G(
㎥
)

2.
6

3.
4

2
1.
9

1.
5

1.
1

0.
9

0.
8

0.
7

0.
8

1.
6

2.
8

20
21

96
21

96
　
　
金
額

2,
67
3

2,
89
9

3,
20
9

2,
58
7

2,
53
6

2,
39
5

22
11

2,
42
4

13
22

12
61

23
62

28
55

28
,7
34

1％
削
減

30
,3
79

95
　
　
昨
年
使
用
実
績
（
㎏
）

2.
6

3.
4

3
3.
1

1.
9

1.
5

0.
8

0.
4

0.
5

0.
7

1.
1

2
21

　
　
昨
年
金
額
実
績

2,
86
5

3,
22
4

3,
13
3

3,
28
2

2,
70
6

2,
48
3

21
45

1,
94
8

19
89

20
80

22
62

22
62

30
,3
79

灯
油
(ℓ
)

38
0

22
5

60
5

72
0

84
72
0

84
　
　
金
額

44
,8
40

30
19
5

75
,0
35

前
年
維
持

89
,9
03

83
　
　
昨
年
使
用
実
績

38
0

15
0

19
0

72
0

　
　
昨
年
金
額
実
績

46
,1
89

19
47
0

24
24
4

89
,9
03

13
3,
80
4

13
6,
57
5

98
*排
出
係
数
：
0.
45
1

20
23
年
度

取
組
ん
だ
内
容
　
及
び
　
評
価

次
年
度
以
降
の
目
標 20
24
年
度

20
25
年
度

20
26
年
度

電
気

電
気
(K
wh
)
1%
削
減

1%
削
減

1％
削
減

ガ
ソ
リ
ン

ガ
ソ
リ
ン

(ℓ
)

前
年
維
持

前
年
維
持

前
年
維
持

軽
油

軽
油
(ℓ
)

1％
削
減

1％
削
減

1％
削
減

水
道

水
道
(㎥
)

1%
削
減

1%
削
減

1%
削
減

LP
G

LP
G(
㎥
)

前
年
維
持

前
年
維
持

前
年
維
持

灯
油

灯
油
(ℓ
)

前
年
維
持

前
年
維
持

前
年
維
持

給
湯
の
使
用
を
抑
え
る

電
気
ケ
ト
ル
の
使
用
で
給
湯
器
の
使
用
を
抑
え
ら

れ
た

無
駄
遣
い
を
控
え
る

暖
房
用
灯
油
の
節
約

暖
房
用
灯
油
の
節
約

効
率
の
良
い
出
張
、
無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
の
抑
止

外
回
り
の
人
数
の
一
時
的
な
減
少
も
あ
り
、
削
減

で
き
た
が
、
今
後
は
増
加
に
転
じ
そ
う
。

無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し
な
い
、
効
率
的
な
ル
ー
ト
で
の
出
張
を
し
て
い
く

出
し
っ
ぱ
な
し
の
防
止

展
示
、
実
演
会
が
増
え
、
機
械
の
洗
車
頻
度
が
上

が
っ
て
し
ま
い
、
使
用
量
の
増
加
に
つ
な
が
っ

た
。

無
駄
遣
い
を
控
え
、
し
っ
か
り
と
蛇
口
を
閉
め
る
。
漏
水
確
認

休
憩
時
間
・
使
用
し
て
い
な
い
場
所
は
、
こ
ま
め
に
消
す

土
日
の
稼
働
日
を
減
ら
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な

削
減
要
因
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
ま
め
な
電
源
の
管
理
、
省
電
力
型
機
器
へ
の
更
新
を
す
す
め
て
い
く

効
率
の
良
い
出
張
、
無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
の
抑
止

各
地
イ
ベ
ン
ト
復
活
に
伴
い
、
社
用
車
の
走
行
距

離
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
増
加
に
転
じ
た

無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し
な
い
、
効
率
的
な
ル
ー
ト
で
の
出
張
を
し
て
い
く

関
東
(営
)環
境
活
動
報
告

20
24
年
1月
25
日

犛
山
紘
一

二
酸
化
炭
素
排
出
量
(k
g-
CO

2)

取
組
ん
だ
内
容

評
価

次
年
度
取
組
内
容

22



20
23
 年
度

長
野
営
業
所
・
物
流
セ
ン
タ
ー

環
境
活
動
報
告

作
成
日
：

作
成
者
：

20
23
年
度

使
用
実
績

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

合
計

20
23
年
度
目
標

目
標
比
(%
)
20
22
 年
度
実
績
前
年
度
比
(%
)

電
気
(K
wh
)

3,
10
4

3,
06
7

2,
85
5

2,
72
4

2,
50
0

2,
10
8

2,
28
4

2,
25
1

2,
17
9

2,
11
1

2,
28
1

2,
76
9

30
,2
33

35
,0
00

86
33
,2
27

91
　
　
金
額

13
7,
63
5

11
5,
25
8

10
4,
28
8

96
,4
75

82
,3
10

67
,7
62

69
,2
61

64
,7
02

60
,3
29

65
,0
40

69
,1
34

81
,8
94

1,
01
4,
08
8

1,
06
6,
98
3

95
　
　
昨
年
使
用
実
績

3,
48
6

3,
57
2

3,
27
0

3,
36
3

2,
87
3

2,
29
6

2,
46
0

2,
26
5

2,
14
1

2,
37
5

2,
48
2

2,
64
4

33
,2
27

　
　
昨
年
金
額
実
績

9,
46
6

11
1,
34
8

10
6,
21
1

11
0,
77
2

97
,2
28

79
,5
48

87
,1
64

82
,8
54

81
,7
18

90
,5
57

94
,3
05

11
5,
81
2
1,
06
6,
98
3

ガ
ソ
リ
ン
(ℓ
)

27
6

35
4

37
8

67
20
6

21
1

35
7

12
3

15
8

35
2

41
9

16
8

3,
06
9

5,
20
0

59
1,
82
2

16
8

　
　
金
額

41
,0
44

52
,6
47

56
,9
51

10
,0
07

31
,6
41

32
,0
69

53
,4
93

18
,8
65

25
,4
95

57
,6
54

65
,6
81

25
,9
10

47
1,
45
7

27
4,
16
8

17
2

　
　
昨
年
使
用
実
績

25
1

14
9

13
4

44
30

20
7

31
7

50
75

22
5

22
7

11
2

1,
82
2

　
　
昨
年
金
額
実
績

36
,8
86

21
,9
31

20
,3
98

6,
81
5

4,
62
3

31
,2
23

48
,7
40

7,
67
4

11
,3
16

33
,8
91

33
,9
77

16
,6
94

27
4,
16
8

軽
油
(ℓ
)

2,
93
7

5,
03
5

6,
90
2

6,
68
0

7,
18
2

5,
35
0

5,
68
6

3,
82
6

3,
43
2

5,
66
5

5,
94
9

3,
46
2

62
,1
07

62
,0
00

10
0

50
,4
33

12
3

　
　
金
額

29
1,
84
3

47
5,
52
5

70
1,
47
3

66
8,
67
5

69
7,
56
3

54
7,
28
7

58
8,
06
1

36
4,
41
6

38
7,
75
0

65
1,
76
0

60
3,
85
1

37
6,
44
0
6,
35
4,
64
4

5,
05
9,
36
1

12
6

　
　
昨
年
使
用
実
績

1,
23
5

1,
46
5

4,
95
9

6,
84
3

6,
20
2

4,
46
0

5,
07
7

3,
19
2

3,
50
1

5,
10
8

5,
33
6

3,
05
4

50
,4
33

　
　
昨
年
金
額
実
績

12
3,
52
8

11
0,
55
1

50
8,
58
7

71
4,
97
8

63
1,
24
1

46
3,
16
0

48
2,
19
2

33
3,
35
5

36
0,
83
6

52
1,
92
2

49
8,
09
5

31
0,
91
6
5,
05
9,
36
1

水
道
(㎥
)

85
86

96
11
0

10
0

88
56
5

65
0

87
70
5

80
　
　
金
額

16
,8
54

17
,0
44

18
,6
74

21
,1
00

19
,3
80

17
,2
80

11
0,
33
2

14
3,
66
1

77
　
　
昨
年
使
用
実
績

96
88

21
7

10
7

10
2

95
70
5

　
　
昨
年
金
額
実
績

20
,0
80

18
,7
04

41
,5
76

21
,9
90

21
,3
31

19
,9
80

14
3,
66
1

LP
G(
㎥
 o
r ㎏
選
択
)

61
4

59
6

37
8

13
6

14
10
4

43
0

43
0

35
2

62
23
4

49
2

3,
84
2

3,
50
0

11
0

4,
19
6

92
　
　
金
額

84
,0
99

84
,3
34

56
,4
58

18
,8
12

1,
82
2

12
,8
96

50
,3
78

57
,0
05

46
,0
06

8,
82
4

33
,7
19

71
,2
41

52
5,
59
4

61
9,
36
9

85
　
　
昨
年
使
用
実
績

62
8

60
6

64
4

14
8

54
12
4

32
8

38
8

18
8

11
2

37
0

60
6

4,
19
6

　
　
昨
年
金
額
実
績

92
,8
37

86
,1
91

94
,3
91

24
,1
95

9,
49
6

13
,7
70

51
,7
25

59
,8
06

27
,7
97

16
,4
81

53
,8
05

88
,8
75

61
9,
36
9

灯
油
(ℓ
)

3,
05
9

3,
26
9

1,
18
4

61
4

43
8

1,
46
7

3,
02
1

13
,0
52

15
,0
00

87
14
,3
38

91
　
　
金
額

27
2,
81
1

28
7,
45
2

10
5,
88
9

61
,8
05

41
,0
98

14
0,
59
8

29
8,
38
7
1,
20
8,
04
0

1,
32
4,
47
6

91
　
　
昨
年
使
用
実
績

3,
46
0

3,
40
4

2,
32
0

53
3

49
0

1,
38
8

2,
74
3

14
,3
38

　
　
昨
年
金
額
実
績

30
6,
51
7

31
4,
06
9

22
1,
28
8

55
,0
81

52
,8
22

12
6,
94
6

24
7,
75
3
1,
32
4,
47
6

22
3,
23
3

19
5,
76
6

11
4

*排
出
係
数
：
0.
38
2

20
23
年
度

取
組
ん
だ
内
容
　
及
び
　
評
価

次
年
度
以
降
の
目
標 20
24
年
度

20
25
年
度

20
26
年
度

電
気

電
気
(K
wh
)

30
,0
00

30
,0
00

30
,0
00

ガ
ソ
リ
ン

ガ
ソ
リ
ン

(ℓ
)

3,
00
0

3,
00
0

3,
00
0

軽
油

軽
油
(ℓ
)

62
,0
00

62
,0
00

62
,0
00

水
道

水
道
(㎥
)

55
0

55
0

55
0

LP
G

LP
G

(㎥
 o
r ㎏
選

択
)

3,
80
0

3,
80
0

3,
80
0

灯
油

灯
油
(ℓ
)

13
,0
00

13
,0
00

13
,0
00

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
・
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
実
施

室
内
温
度
の
管
理

秋
冬
の
使
用
量
は
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
の
分
夏

場
の
使
用
量
が
増
加
し
て
い
る
の
で
、
熱
中
症
に

留
意
し
な
が
ら
削
減
に
努
め
た
い
。

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
・
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
実
施

室
内
温
度
の
管
理

暖
房
器
具
の
適
切
な
温
度
設
定

昨
年
よ
り
も
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
暖
房
器

具
を
こ
ま
め
に
消
す
な
ど
、
皆
で
取
り
組
め
た
。

暖
房
器
具
の
適
切
な
温
度
設
定

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
徹
底

定
期
的
な
車
の
点
検
整
備

車
内
を
適
切
な
温
度
に
す
る

昨
年
よ
り
も
大
幅
に
増
加
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
５
類

移
行
に
よ
り
営
業
活
動
が
従
来
の
ペ
ー
ス
に
戻
っ

て
き
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
徹
底

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

車
内
を
適
切
な
温
度
に
す
る

漏
水
チ
ェ
ッ
ク
・
節
水
の
呼
び
か
け

蛇
口
の
閉
め
忘
れ
防
止

昨
年
よ
り
も
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
漏
水
や

蛇
口
の
閉
め
忘
れ
等
が
な
く
、
普
段
の
生
活
を
す

る
中
で
、
各
人
が
節
水
に
取
り
組
め
た
。

漏
水
チ
ェ
ッ
ク
・
節
水
の
呼
び
か
け

蛇
口
の
閉
め
忘
れ
防
止

エ
ア
コ
ン
等
の
適
切
な
温
度
設
定

不
在
場
所
等
、
不
要
な
電
気
の
消
灯

昨
年
よ
り
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
皆
に
節
電

の
意
識
が
浸
透
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
ま
ま
節
電
に
励
み
た
い
。

エ
ア
コ
ン
等
の
適
切
な
温
度
設
定

使
用
し
て
い
な
い
場
所
の
消
灯

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
徹
底

定
期
的
な
車
の
点
検
整
備

車
内
を
適
切
な
温
度
に
す
る

昨
年
よ
り
も
大
幅
に
増
加
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
５
類

移
行
に
よ
り
営
業
活
動
が
従
来
の
ペ
ー
ス
に
戻
っ

て
き
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
徹
底

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

車
内
を
適
切
な
温
度
に
す
る

20
24
年
2月
1日

岩
渕
　
彩
子

二
酸
化
炭
素
排
出
量
(k
g-
CO
2)

取
組
ん
だ
内
容

評
価

次
年
度
取
組
内
容

23



20
23
 年
度

作
成
日
：

作
成
者
：

20
23
年
度

使
用
実
績

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

合
計

20
23
年
度
目
標

目
標
比
(%
)
20
22
 年
度
実
績
前
年
度
比
(%
)

電
気
(K
wh
)

1,
27
9

1,
50
2

1,
09
3

1,
01
3

85
6

78
1

1,
00
0

1,
04
7

1,
11
7

79
9

2,
51
0

5,
23
4

18
,2
31

12
,8
90

14
1

13
,1
53

13
9

　
　
金
額

65
,8
49

61
,1
88

52
,6
20

53
,5
75

47
,6
56

44
,7
60

48
,1
56

46
,8
03

47
,7
70

44
,0
83

94
,9
13

17
5,
50
7

78
2,
88
0

2％
削
減

65
3,
82
1

12
0

　
　
昨
年
使
用
実
績

1,
54
2

1,
52
1

1,
28
5

1,
02
4

86
9

83
7

1,
05
7

98
3

1,
05
6

74
1

95
8

1,
28
0

13
,1
53

　
　
昨
年
金
額
実
績

60
,1
60

60
,0
73

55
,8
13

51
,1
43

47
,9
26

46
,6
43

52
,5
65

50
,4
61

55
,8
45

48
,7
82

56
,3
83

68
,0
27

65
3,
82
1

ガ
ソ
リ
ン
(ℓ
)

25
7

16
9

43
4

46
3

15
1

21
2

49
5

22
2

30
1

18
7

21
7

12
8

3,
23
6

2,
81
2

11
5

2,
81
8

11
5

　
　
金
額

38
,3
24

25
,1
42

64
,3
60

68
,7
00

22
,4
08

4,
95
0

74
,3
02

35
,1
34

48
,5
69

31
,0
28

34
,0
79

19
,6
38

46
6,
63
4

2％
削
減

42
4,
41
7

11
0

　
　
昨
年
使
用
実
績

23
3

64
18
7

10
9

10
0

30
6

26
7

31
2

28
2

26
7

27
9

41
2

2,
81
8

　
　
昨
年
金
額
実
績

34
,3
22

9,
41
7

28
,4
87

16
,8
68

15
,3
59

46
,1
72

40
,6
38

47
,6
23

42
,4
53

40
,1
40

41
,7
33

61
,2
05

42
4,
41
7

軽
油
(ℓ
)

1,
94
7

4,
11
8

4,
47
6

4,
39
3

4,
40
1

4,
35
3

4,
31
0

2,
71
9

3,
14
2

4,
35
5

4,
18
7

4,
58
0

46
,9
81

37
,4
00

12
6

37
,5
85

12
5

　
　
金
額

19
4,
12
6

42
4,
09
2

44
3,
08
5

44
4,
03
4

43
8,
72
4

44
2,
50
6

43
3,
99
2

28
2,
48
7

36
0,
78
7

49
5,
60
2

44
9,
21
7

50
7,
45
4

4,
91
6,
10
6

0.
5％
削
減

3,
86
4,
71
0

12
7

　
　
昨
年
使
用
実
績

1,
92
2

2,
77
3

3,
72
0

4,
98
7

4,
06
3

3,
13
0

3,
52
9

1,
46
0

2,
07
4

3,
26
9

3,
57
1

3,
08
7

37
,5
85

　
　
昨
年
金
額
実
績

18
9,
19
5

27
1,
42
9

38
2,
16
1

52
5,
99
8

43
3,
43
2

31
7,
02
2

37
1,
33
7

15
1,
05
0

20
9,
88
7

33
8,
91
7

35
8,
12
6

31
6,
15
6

3,
86
4,
71
0

水
道
(㎥
)

15
10

11
18

20
22

2
98

99
99

99
99

　
　
金
額

2,
99
7

2,
58
5

2,
66
7

3,
24
5

3,
41
0

3,
78
4

3,
35
5

22
,0
43

現
状
維
持

18
,7
25

11
8

　
　
昨
年
使
用
実
績

19
13

15
19

15
18

99
　
　
昨
年
金
額
実
績

3,
32
7

2,
83
2

2,
99
7

3,
32
7

2,
99
7

3,
24
5

18
,7
25

LP
G(
㎥
 o
r ㎏
選
択
)

0.
8

0.
7

0.
5

0.
8

0.
6

0.
7

0.
4

0.
4

0.
5

0.
6

0.
8

0.
1

6.
9

7.
5

92
7.
5

92
　
　
金
額

2,
70
3

2,
62
0

2,
46
9

2,
73
0

2,
55
6

2,
62
0

2,
36
9

2,
36
0

2,
22
0

2,
29
4

2,
46
6

1,
92
8

29
,3
35

現
状
維
持

30
,2
55

97
　
　
昨
年
使
用
実
績

0.
7

0.
8

0.
8

0.
6

0.
7

0.
4

0.
3

0.
4

0.
6

0.
8

0.
7

0.
7

7.
5

　
　
昨
年
金
額
実
績

2,
48
7

2,
56
7

2,
56
7

2,
40
6

2,
59
7

2,
38
2

2,
29
5

2,
38
2

2,
55
6

2,
73
0

2,
64
3

2,
64
3

30
,2
55

灯
油
(ℓ
)

20
0

20
0

15
2

55
2

58
5

94
58
5

94
　
　
金
額

23
,0
00

23
,0
00

17
,9
36

63
,9
36

現
状
維
持

67
,0
80

95
　
　
昨
年
使
用
実
績

19
5

19
0

20
0

58
5

　
　
昨
年
金
額
実
績

22
,2
30

21
,8
50

23
,0
00

67
,0
80

15
2,
13
2

11
7,
98
0

12
9

*排
出
係
数
：
0.
53
6

20
23
年
度

取
組
ん
だ
内
容
　
及
び
　
評
価

次
年
度
以
降
の
目
標 20
24
年
度

20
25
年
度

20
26
年
度

電
気

電
気
(K
wh
)

62
,6
40

61
,3
90

60
,1
60

ガ
ソ
リ
ン

ガ
ソ
リ
ン

(ℓ
)

3,
18
0

3,
12
0

3,
06
0

軽
油

軽
油
(ℓ
)

42
,7
50

42
,5
30

42
,3
10

水
道

水
道
(㎥
)

10
0

10
0

10
0

LP
G

LP
G

(㎥
 o
r ㎏
選
択
)

0.
0

0.
0

0.
0

灯
油

灯
油
(ℓ
)

55
0

55
0

55
0

使
用
頻
度
が
少
な
い
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
無
駄
の
な
い
よ
う

に
す
る
。

営
業
所
移
転
の
た
め
12
月
の
使
用
量
が
減
っ
た
。

新
営
業
所
は
オ
ー
ル
電
化
の
た
め
ガ
ス
の
使
用
は

な
し
。
旧
営
業
所
も
他
の
も
の
と
あ
わ
せ
て
2月

末
で
解
約
。

新
営
業
所
は
オ
ー
ル
電
化
の
た
め
使
用
は
な
し
。

こ
ま
め
に
温
度
調
節
す
る
。

旧
営
業
所
で
は
エ
ア
コ
ン
と
併
用
し
、
ス
ト
ー
ブ
は
フ

ル
活
用
し
て
た
が
新
営
業
所
で
は
事
務
所
内
で
ス
ト
ー

ブ
を
使
わ
な
い
た
め
、
灯
油
の
使
用
量
が
減
っ
た
。
現

在
は
ス
ト
ー
ブ
は
倉
庫
の
み
で
使
用
。

無
駄
遣
い
は
し
な
い
。
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
場
所
が
倉
庫
の
み
に
な
っ
た
た
め
使
用
量
が

減
る
と
思
わ
れ
る
が
、
わ
か
ら
な
い
た
め
20
23
年
の
現
状
維
持
。

効
率
の
良
い
運
転
を
心
が
け
る
。

コ
ロ
ナ
が
5類
に
変
更
に
な
り
イ
ベ
ン
ト
等
も
一

気
に
増
加
し
営
業
活
動
量
が
増
え
た
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
や
効
率
の
良
い
運
転
を
心
が
け
る
。
営
業
の
ト
ラ
ッ
ク
が
足
り
ず

10
月
末
よ
り
度
々
ト
ラ
ッ
ク
を
レ
ン
タ
ル
し
て
い
る
た
め
使
用
量
が
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

し
ば
ら
く
は
同
じ
状
況
が
続
き
そ
う
な
た
め
、
20
23
年
の
使
用
量
で
算
出
。

節
水
を
心
が
け
る
。

イ
ベ
ン
ト
等
も
増
え
て
洗
車
す
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た

が
、
効
率
よ
く
洗
車
し
無
駄
遣
い
は
し
て
い
な
い
の
現

状
維
持
で
き
た
。

効
率
よ
く
洗
車
し
節
水
を
心
掛
け
る
。
イ
ベ
ン
ト
等
も
増
え
洗
車
す
る
こ
と
も
多
く
な
る
に

加
え
、
派
遣
社
員
を
含
め
人
数
が
増
え
て
い
る
の
で
使
用
量
が
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。
10
0

㎥
で
様
子
を
み
た
い
。

使
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
電
気
を
こ
ま
め
に
消
し
、
室
内
の
温
度

も
こ
ま
め
に
調
節
す
る
よ
う
に
し
た
。
12
月
よ
り
営
業
所
が
移
転

し
所
内
の
照
明
等
が
LE
Dに
か
わ
り
よ
り
細
か
く
調
整
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

室
内
の
電
気
は
こ
ま
め
に
切
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、

暑
さ
寒
さ
が
厳
し
く
エ
ア
コ
ン
を
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が

多
く
、
冷
暖
房
費
が
増
え
て
し
ま
っ
た
。
新
営
業
所
の

面
積
が
か
な
り
大
き
く
電
気
の
契
約
内
容
も
変
わ
っ
た

た
め
、
使
用
量
・
料
金
と
も
に
金
額
が
増
え
た
。

室
内
の
温
度
調
整
を
こ
ま
め
に
行
う
。
声
を
掛
け
合
っ
て
節
電
の
意
識
を
高
め
る
。
照
明
も

細
か
く
設
定
で
き
る
の
で
必
要
の
な
い
と
こ
ろ
は
こ
ま
め
に
消
す
な
ど
節
電
に
努
め
る
。
新

営
業
所
で
の
使
用
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
使
用
量
は
12
～
2月
の
3ヶ
月
の
平
均
値
で
算

出
。
20
24
年
は
様
子
を
み
た
い
。

効
率
の
良
い
運
転
を
心
が
け
る
。

コ
ロ
ナ
が
5類
に
変
更
に
な
り
イ
ベ
ン
ト
等
も
一

気
に
増
加
し
営
業
活
動
量
が
増
え
た
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
や
効
率
の
良
い
運
転
を
心
が
け
る
。
イ
ベ
ン
ト
等
も
多
く
社
有
車

の
使
用
が
多
く
な
り
、
使
用
量
が
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に
戻
っ
て
い
る
の
で
、
20
23
年
の
使
用

量
で
算
出
。

岡
山
営
業
所
　
環
境
活
動
報
告

20
24
年
3月
7日

福
井
　
恵
美
子

二
酸
化
炭
素
排
出
量
(k
g-
CO

2)

取
組
ん
だ
内
容

評
価

次
年
度
取
組
内
容

24



20
23
 年
度

作
成
日
：

作
成
者
：

20
23
年
度

使
用
実
績

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

合
計

20
23
年
度
目
標

目
標
比
(%
)
20
22
 年
度
実
績
前
年
度
比
(%
)

電
気
(K
wh
)

5,
10
5

5,
59
8

4,
71
5

4,
52
0

3,
60
0

4,
30
2

5,
31
2

6,
40
0

5,
57
2

5,
26
6

4,
26
2

4,
68
1

59
,3
33

57
,0
00

10
4

59
,9
59

99
　
　
金
額

18
6,
47
0

16
1,
02
0

14
4,
54
6

14
5,
08
6

11
7,
99
9

13
0,
68
3

14
6,
47
5

15
8,
29
9

14
0,
80
2

15
5,
19
8

13
4,
64
9

14
0,
67
6

1,
76
1,
90
3

2,
06
1,
30
8

85
　
　
昨
年
使
用
実
績

5,
24
3

5,
11
5

5,
28
5

4,
56
8

4,
09
2

4,
33
0

5,
45
3

6,
45
1

6,
04
8

5,
03
3

4,
06
3

4,
27
8

59
,9
59

　
　
昨
年
金
額
実
績

16
2,
29
0

16
0,
10
4

16
6,
25
5

15
4,
75
0

14
5,
90
3

15
1,
82
6

18
0,
19
0

20
9,
26
7

20
2,
25
2

18
2,
79
1

16
1,
94
4

18
3,
73
6

2,
06
1,
30
8

ガ
ソ
リ
ン
(ℓ
)

30
4

25
7

31
8

10
7

17
7

28
6

33
6

26
2

24
3

84
22
2

26
5

2,
86
1

2,
30
0

12
4

2,
20
7

13
0

　
　
金
額

45
,5
55

38
,6
15

47
,1
71

15
,8
95

26
,4
11

42
,7
62

50
,9
65

40
,8
32

40
,1
74

13
,7
10

35
,0
06

40
,8
17

43
7,
91
3

33
3,
42
2

13
1

　
　
昨
年
使
用
実
績

37
0

16
8

24
4

17
3

89
51

20
2

10
6

17
3

20
2

30
3

12
6

2,
20
7

　
　
昨
年
金
額
実
績

55
,3
30

24
,9
20

37
,3
82

26
,7
96

13
,6
44

7,
68
5

30
,7
61

16
,2
20

26
,0
34

30
,3
02

45
,6
87

18
,6
61

33
3,
42
2

軽
油
(ℓ
)

2,
11
6

3,
72
9

3,
81
4

3,
44
9

3,
97
6

4,
38
2

3,
12
0

2,
62
6

3,
45
6

3,
64
0

3,
39
6

2,
88
6

40
,5
90

43
,5
00

93
38
,7
01

10
5

　
　
金
額

22
2,
40
4

38
8,
83
6

41
4,
24
2

36
2,
47
7

42
4,
63
0

45
3,
84
9

33
9,
12
4

30
0,
81
5

40
4,
35
1

42
6,
68
9

37
6,
65
2

31
1,
40
0

4,
42
5,
46
9

3,
08
5,
29
5

14
3

　
　
昨
年
使
用
実
績

2,
82
9

3,
14
0

3,
73
7

4,
59
0

3,
51
4

5,
58
2

3,
65
1

3,
16
1

3,
27
4

3,
60
2

3,
33
0

3,
15
1

43
,5
61

　
　
昨
年
金
額
実
績

29
4,
24
6

32
7,
78
0

41
3,
52
3

50
4,
14
4

38
2,
01
3

59
9,
57
2

40
3,
45
9

33
9,
47
4

34
6,
22
8

39
1,
33
4

35
3,
24
7

33
0,
67
3

4,
68
5,
69
3

水
道
(㎥
)

13
12

18
12

13
10

13
17

14
49

15
18

20
4

23
0

89
17
4

11
7

　
　
金
額

4,
78
0

4,
46
0

6,
41
0

4,
46
0

4,
78
0

3,
81
0

4,
78
0

6,
08
0

5,
10
0

17
,4
00

5,
43
9

6,
41
3

73
,9
12

63
,2
20

11
7

　
　
昨
年
使
用
実
績

14
16

12
13

15
12

17
20

13
16

12
14

17
4

　
　
昨
年
金
額
実
績

5,
10
0

5,
76
0

4,
46
0

4,
78
0

5,
43
0

4,
46
0

6,
08
0

7,
05
0

4,
78
0

5,
76
0

4,
46
0

5,
10
0

63
,2
20

LP
G(
㎥
 o
r ㎏
選
択
)

0
　
　
金
額

0
　
　
昨
年
使
用
実
績

0
　
　
昨
年
金
額
実
績

0
灯
油
(ℓ
)

20
0

20
0

40
0

55
0

73
25
,4
00

2
　
　
金
額

24
,8
00

24
,8
00

20
0

49
,8
00

49
,6
00

10
0

　
　
昨
年
使
用
実
績

20
0

25
,0
00

20
0

25
,4
00

　
　
昨
年
金
額
実
績

24
,8
00

24
,8
00

49
,6
00

13
6,
95
6

14
3,
94
3

95
*排
出
係
数
：
0.
38
2

20
23
年
度

取
組
ん
だ
内
容
　
及
び
　
評
価

次
年
度
以
降
の
目
標 20
24
年
度

20
25
年
度

20
26
年
度

電
気

電
気
(K
wh
)

59
,0
00

58
,9
00

58
,7
00

ガ
ソ
リ
ン

ガ
ソ
リ
ン

(ℓ
)

2,
80
0

2,
78
0

2,
76
0

軽
油

軽
油
(ℓ
)

40
,5
00

40
,2
50

40
,0
00

水
道

水
道
(㎥
)

20
0

20
0

20
0

LP
G

LP
G

(㎥
 o
r ㎏
選

択
)

灯
油

灯
油
(ℓ
)

40
0

40
0

40
0

・
使
用
し
て
い
な
い
。

・
必
要
な
と
き
の
み
使
用
す
る
。

温
度
管
理
が
必
要
な
と
き
の
み
使
用
。

必
要
な
と
き
の
み
使
用
。

・
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
控
え
る
。
時
間
に
余
裕
を
持
ち
下
道
も

使
う
。
高
速
道
路
上
で
は
給
油
を
控
え
る
。

活
動
量
は
増
し
た
が
、
宿
泊
出
張
が
増
え
た
。

前
年
同
様
効
率
的
な
出
張
を
心
掛
け
る
。
宿
泊
推
奨
。

・
機
械
の
洗
車
は
極
力
相
手
先
で
行
う
。

節
水
取
り
組
め
て
い
る
。

前
年
同
様
に
取
り
組
む
。

・
休
憩
時
間
は
消
灯
（
事
務
所
、
倉
庫
内
）

消
灯
は
意
識
し
て
で
き
て
い
る
。
定
期
的
な
換
気

に
よ
り
空
調
効
率
悪
い
。
活
動
量
が
増
し
、
時
間

外
で
の
使
用
が
増
え
た
。

営
業
は
時
間
内
の
仕
事
終
了
を
な
る
べ
く
心
が
け
る
。

・
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
控
え
る
。
時
間
に
余
裕
を
持
ち
下

道
も
使
う
。
高
速
道
路
上
で
は
給
油
を
控
え
る
。

活
動
量
が
増
し
、
出
張
が
増
加
し
て
い
る
。

効
率
的
な
出
張
を
心
掛
け
る
。
宿
泊
推
奨
。

九
州
営
業
所
　
環
境
活
動
報
告

20
24
年
1月
30
日

熊
谷
　
秀
之

二
酸
化
炭
素
排
出
量
(k
g-
CO
2)

取
組
ん
だ
内
容

評
価

次
年
度
取
組
内
容
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20
23
 年
度

作
成
日
：

作
成
者
：

20
23
年
度

使
用
実
績
1月

2月
3月

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

合
計

20
23
年
度
目
標

目
標
比
(%
)
20
22
 年
度
実
績
前
年
度
比
(%
)

電
気
(K
wh
)

2,
31
8

1,
77
0

1,
40
2

1,
06
5

1,
58
1

1,
57
7

2,
11
8

2,
43
8

2,
14
9

1,
24
6

1,
15
4

1,
48
9

20
,3
07

19
,0
00

10
7

22
,1
48

92
　
　
金
額

84
,8
34

59
,9
61

54
,6
73

50
,5
14

47
,8
90

54
,5
29

62
,6
82

67
,2
05

63
,2
72

53
,3
86

59
,2
58

80
,3
41

73
8,
54
5

(前
年
維
持
)

87
5,
16
2

84
　
　
昨
年
使
用
実
績

2,
46
3

2,
70
2

1,
87
2

1,
02
8

1,
04
6

1,
25
5

2,
23
9

2,
66
2

2,
22
5

1,
20
8

1,
33
2

2,
11
6

22
,1
48

　
　
昨
年
金
額
実
績

82
,4
95

87
,9
42

73
,2
78

54
,6
86

55
,8
78

60
,0
59

82
,4
56

92
,6
16

83
,0
83

58
,9
16

63
,4
12

80
,3
41

87
5,
16
2

ガ
ソ
リ
ン
(ℓ
)

73
74

58
0

22
21

29
0

75
62

25
96

53
5

#V
AL
UE
!

50
3

10
6

　
　
金
額

11
,0
17

11
,0
45

8,
55
0

0
3,
27
5

3,
10
5

4,
32
0

0
13
,3
44

10
,1
49

3,
92
2

16
,2
57

84
,9
84

76
,1
60

11
2

　
　
昨
年
使
用
実
績

10
6

50
64

26
25

31
49

0
44

41
36

31
50
3

　
　
昨
年
金
額
実
績

15
,8
19

7,
36
9

9,
91
2

3,
99
1

3,
85
2

4,
67
1

7,
45
2

0
7,
01
2

6,
16
5

5,
38
5

4,
53
2

76
,1
60

軽
油
(ℓ
)

1,
82
3

1,
90
0

2,
92
4

2,
66
1

2,
21
1

2,
56
5

2,
48
8

2,
47
3

2,
20
3

2,
09
9

2,
36
4

1,
91
9

27
,6
30

#V
AL
UE
!

27
,3
58

10
1

　
　
金
額

18
5,
77
8

19
0,
79
8

29
4,
12
8

26
7,
44
3

22
5,
59
4

26
1,
18
6

26
4,
80
6

27
5,
30
5

25
2,
52
1

24
1,
30
8

26
3,
28
9

20
1,
94
4
2,
92
4,
10
0

(2
%
削
減
)

3,
08
5,
29
5

95
　
　
昨
年
使
用
実
績

1,
81
9

2,
30
6

2,
74
4

2,
78
0

1,
84
0

2,
26
8

2,
48
5

2,
44
5

2,
27
0

2,
03
9

2,
12
6

2,
23
6

27
,3
58

　
　
昨
年
金
額
実
績

18
0,
90
1

22
8,
81
5

28
9,
68
5

29
5,
47
8

19
4,
68
9

23
2,
93
6

26
5,
49
4

26
0,
36
9

23
3,
22
3

20
8,
97
0

21
7,
96
6

22
6,
48
6
2,
83
5,
01
2

水
道
(㎥
)

17
25

14
15

11
15

97
90

10
8

98
99

　
　
金
額

8,
16
2

10
,1
46

7,
77
2

7,
86
9

7,
48
2

7,
86
9

49
,3
00

(前
年
維
持
)

48
,7
50

10
1

　
　
昨
年
使
用
実
績

22
16

14
15

16
15

98
　
　
昨
年
金
額
実
績

9,
30
8

7,
96
6

7,
77
2

7,
86
9

7,
96
6

7,
86
9

48
,7
50

LP
G(
㎥
)

0.
2

0.
2

0.
1

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
2

1
1

70
1

58
　
　
金
額

2,
14
5

2,
14
5

2,
07
3

2,
00
0

2,
00
0

2,
00
0

2,
00
0

2,
00
0

1,
81
5

1,
81
5

1,
81
5

1,
99
1

23
,7
99

(前
年
維
持
)

24
,7
72

96
　
　
昨
年
使
用
実
績

0.
3

0.
3

0.
2

0.
1

0.
1

0.
0

0.
0

0.
1

0.
0

0.
0

0.
0

0.
1

1
　
　
昨
年
金
額
実
績

2,
19
2

2,
19
2

2,
12
8

2,
06
4

2,
06
4

2,
00
0

2,
00
0

2,
06
6

2,
00
0

2,
00
0

2,
00
0

2,
06
6

24
,7
72

灯
油
(ℓ
)

40
20

0
0

0
0

0
0

0
0

0
40

10
0

95
10
5

10
0

10
0

　
　
金
額

4,
80
0

2,
40
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4,
68
0

11
,8
80

(前
年
維
持
)

11
,8
80

10
0

　
　
昨
年
使
用
実
績

40
20

0
40

10
0

　
　
昨
年
金
額
実
績

4,
80
0

2,
40
0

0
4,
68
0

11
,8
80

93
,3
72

93
,3
19

10
0

*排
出
係
数
：
0.
38
2

20
23
年
度

取
組
ん
だ
内
容
　
及
び
　
評
価

次
年
度
以
降
の
目
標 20
24
年
度

20
25
年
度

20
26
年
度

電
気

電
気
(K
wh
)

19
,0
00

18
,0
00

17
,0
00

ガ
ソ
リ
ン

ガ
ソ
リ
ン

(ℓ
)

軽
油

軽
油
(ℓ
)

1,
40
0

1,
35
0

1,
30
0

水
道

水
道
(㎥
)

90
85

80

LP
G

LP
G

(㎥
 o
r ㎏
選
択
)

1
1

1

灯
油

灯
油
(ℓ
)

95
90

85

使
用
減

ガ
ス
利
用
の
減

ガ
ス
の
利
用
減

冬
場
の
温
度
管
理
に
必
要
は
時
の
み
使
用

朝
、
夕
温
度
管
理
に
よ
る
使
用
の
た
め

時
間
帯
に
よ
る
使
用
　
温
度
管
理
に
よ
る
使
用

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
エ
コ
運
転

定
期
点
検
の
実
施

行
動
計
画
に
よ
る
、
無
駄
な
出
張
減
　
エ
コ
運
転
の
実
施

効
率
の
良
い
水
道
利
用

実
演
の
増
加
に
伴
う
機
械
を
洗
う
機
械
が
増
え

た
。

洗
車
時
の
無
駄
水
を
な
く
す

効
率
の
良
い
電
気
使
用

人
が
い
な
い
状
態
で
の
点
灯
は
控
え
て
い
る

効
率
の
良
い
電
気
利
用
　
無
駄
な
電
気
使
用
減

南
九
州
出
張
所
　
環
境
活
動
報
告

20
24
年
7月
22
日

小
島
　
章
太
郎

二
酸
化
炭
素
排
出
量
(k
g-
CO

2)

取
組
ん
だ
内
容

評
価

次
年
度
取
組
内
容

26



⒂  代表者による全体の評価と見直し・指示 

2023 年５月より新型コロナウイルス感染症が第５類へと移行し、完全な終息には至っていませんが、

社会活動はコロナ以前に近い日常へと戻りました。当社としても同様に企業活動を進めております。コ

ロナ禍では控えていた展示会や実演会も行われるようになり、それに伴い営業活動も活発化していま

す。車を使っての訪問が増え、ガソリン使用量がコロナ以前の水準に戻るという結果も見られました。

今後は、コロナ禍で経験した営業活動を活かし、顧客に寄り添いながら省資源で効率的な営業活動

を追求していきたいと考えています。 

開発部門においては、低燃費製品の開発目標を掲げ、作業時間の短縮や CO2排出削減を進めて

います。また、環境保全型農業の支援に貢献する機械の製品化も進めており、土づくりの観点から化

学肥料を抑制し環境にやさしい農業を支援する製品を提案できていると評価できます。今後も将来を

見据え、積極的に脱炭素社会につながる製品づくり、環境保全型農業に則した製品づくりに取り組ん

でいきたいと思います。 

新設された塗装工場については順調に稼働していること、塗装焼き付け温度の低下により LPG の

使用量が減少したことで全体としても CO2 排出量が減少するなど、一定の成果が出ていることを評価

しています。 

当社は環境活動の一つとして、本社周辺の社有林を里山として保全活動をしながら、生息するオオ

ムラサキをはじめとした様々な昆虫や野鳥の保護に取り組んでいます。しかし、ここ数年オオムラサキ

の個体数が減少しており、飛び交う姿が以前ほど見られなくなっています。これには温暖化による気温

や地熱の上昇により蛹が羽化できないなど影響が出ていると考えられます。当社はオオムラサキの姿

を自然環境のバロメーターとして活動していますが、温暖化は当社の本業にもかかわる農作物にも大

きな影響を及ぼしています。環境保全型農業を実現するため、製品開発、生産活動、環境活動を通じ

て、社員一人ひとりが地道に出来ることを積み重ね目標達成を目指します。
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